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研究ノート
地財として見た、日本の中小企業　その 1
大　西　正　曹
Small and medium-sized enterprises in Japan, viewed as a 
treasure in Japanese economic life
Masatomo ONISHI
Abstract
 This paper reproduces past articles reporting on small and medium-sized enterprises. In the next issue, 
we will attempt reanalysis from the point of view of small and medium-sized enterprises as assets in 
Japanese society.
 Small and medium-sized businesses are tossed about by sudden changes in the domestic and international 
economic environment. We will analyze their role as community assets, by comparing conditions from 15 
years ago with those of today, in order to identify how management has been maintained under these 
circumstances.
Keywords: treasures, economic circumstances, resuscitation, small and medium-sized enterprises
抄　　録
　ここでは、中小企業に関わる過去の取材記事を再録する。その上で次号に地財の視点で再度分析を試みる。
　中小企業は内外の経済環境の激変に翻弄されている、そのなかで、如何に、経営を維持してきたのか、
15年前と今日を比較してみることで経営継続に果たす地財の役割を分析する。
キーワード；地財、経済環境、再生、中小企業
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はじめに
　私は過去30年近く、東大阪を中心に各地の中小企業を取材してきた。いつも気軽に「ま
いど、まいど」と訪問を繰り返すため、中小企業の経営者から、いつしかまいど教授と呼
ばれるようになった。
　そうした活動のひとつとして、1992年 7 月 1 日から1995年 3 月まで毎月『CORRIDOR』
誌（PHP出版）に「まいど教授の小さなユニーク企業探訪記」と題して注目企業の紹介記
事を掲載してきた。1992年から1995年までの 3年間は多くの出来事が生起した。とりわけ
1995年の阪神淡路大震災は日本経済を根底から揺さぶり、その復興は長期に亘った。
　取材した企業の中には、その時甚大なる被害を受けて企業の存続すら危ぶまれたが、そ
の後見事に復活を遂げたという例もあり、そこでも中小企業の底力を体感した。私がその
後発展させることになる「地財」という概念を思いついたのは、この時の取材がヒントと
なっている。
　こうした記事を再録することにしたのは、中小企業の幅広い姿とその変化の模様を少し
でも知らせたい思いからである。今回は15年前の取材記事を紹介し、次号に15年後の企業
の変化を掲載する予定である。
「地財」探求の面白さ
「地財」という視点
　このところ、行政は特許や商標などの知的財産を育成し、擁護することを声高らかに謳
いあげ、知財こそが日本の将来を左右するとして推奨している。しかし、果たしてそれが
いかほどの効果をあげるのか、充分に吟味する必要があるように思う。私は今、敢えて「知
財」も大切だが「地財」の再評価を！　と呼びかけたい。
　それでは、「地財（ちざい）」とは何か。「地財」という視点は、ある特定の地域や産業・
業界、さらには一私企業の中に眠っている技術やノウハウを見直し、社会的・経済的課題
解決のための隠れた財産として掘り起こすことを意味している。広く一般的になっている
考え方やモノの使い方ではなく、その地域独自、その業界独自、その企業独自のものの見
方とは何か、そしてそれを多様性に満ちた空間に開放する視点とは何かを追究するもので
ある。ローカルな視点、局所的な視点にこそ、興味深いものが存在する。しかしながら、
この「地財」という言葉は新しく登場したばかりで、まだ湯気がたっている。今やっと始
まったテーマであり、これからその内容を深め、対象を探り、鍛え上げられるために、多
くの人の本格的な研究・活用への取組みを待っていると言えるだろう。
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「知財」ではなく「地財」
　かつて日本というこの小さな極東の島国におけるモノづくりの驚異的な進展は世界中の
注目を浴び、「モノづくりニッポン」と呼ばれて賞賛された。世界の中での日本の産業の存
在価値は、細部にまで心配りがなされた優れたモノづくりの能力の発揮によって端的に示
されていたと言える。
　社会学からの視点、特に私の研究分野である日本企業のモノづくりに即して言えば、日
本における中小企業のあり方、中小企業におけるモノづくりのあり方について調べること
は、日本経済全体の真の活性化について考えることに通じている。
　現在の日本の中小企業は様々な課題を抱えている。特に、フリーターやニート等の若年
労働者の問題や後継者不足という問題で経営者は将来についてネガティブな心境に陥って
いる。さらに、中国の脅威や東アジアの台頭によって日本の中小企業が沈没していくとい
う現実に直面しながらも、自らの行動の基本となるモノづくりというものの捕らえ方に根
本的な誤解を持ったまま今に至っている。
　行政も経営者も皆、とにかくモノづくりをしなければいけない、より良いモノをつくら
なければならないという義務感が強く、言わばモノづくりの呪縛にかられて、柔軟に対処
することが出来ていない。困難に直面した時に、解決のためのいろいろな道があるという
ことが分からなくなっている。そうしたことに対する感度のいいアンテナがなくなってお
り、どのようにその感度を磨いてやればいいかが分からないのである。
　私は、モノづくりにおける変革の要点は、「モノ」から「コト」へ移行するものづくりの
新たな視点、新たなプロセスを理解し、実践することにあると考えている。つくり上げる
「モノ」そのものに執着せず、どういう「コト」が出来るのかに焦点を合わせた発想こそ求
められているのである。そうした視点で、自らの周辺、足元を見直してみれば、まだまだ
沢山の見えない財産が埋もれており、手付かずの鉱脈がひっそりと眠っているはずだ。
　「地財」の在り処・在り様は多種多様で、その探り方にも工夫を要するが、自分の手でし
か掘り起こせないものであることだけは、はっきりとしている。自らの手で掘り起こす、
自分だけが持つノウハウはかけがえのない財産であるということに注意を払うべきであり、
掘り起こすというそのこと自体が、「知」の活用を超えて遥かに大きな実りをもたらす作業
なのである。
　こうした「地財」探求の面白さは、衰退するものの中に復活の芽を見出す興奮と、見慣
れたモノが新しいコトに変化する驚きと、なによりも新鮮な発見の現場に立ち会う喜びに
溢れている。（『関西大学通信』第341号（平成19年 2 月 1 日）より転載）
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1992.7.1/CORRIDOR/PHP出版
まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 1
グラフィック・アーツ・大阪
苦難の協業化で脱 3 K、印刷情報産業へ
＊	 所在地	 〒557　東大阪市菱屋西 6丁目 2番23号
＊	 資本金	 7.700万円
＊	 従業員	 150名
＊	 年　商	 50億円
＊	 取扱品	 印刷全般（オフセット・活版・グラビア印刷、紙器、製袋、製本、出版、証
券、帳票など）
⃞⃞ 困難を極めた「協業化」
　「協業」―これは文字通り力を合わせて生業（なりわい）を成すことである。この協とい
う文字は、力と力の上にさらに力の神輿を担ぐという力のあやういバランスの上に成立し
ており、往々にして諸刃の剣に陥りやすい。事実、協業化事業のモデルケースといわれた、
とあるシャツ製造組合も、ついには倒産してしまった。表向きはNIES諸国の追い上げに
あい転廃業したことになっているが、実際は内部崩壊・分裂であった。今回ご紹含する「グ
ラフィック・アーツ・大阪」は、非常に微妙でしたたかな企業体内部の集団力学を継承し
てきた、数少ない成功事例である。
　同社は昭和46年に中小企業構造改善のモデルとして国の指導・助成を受け、東大阪市内
の印刷業者を中核とした大阪府下10社が協業化したものである。そして中小企業高度化事
業の融資を受けながら、参加企業それぞれが土地、建物を処分し、現在の地に新たに最新
鋭施設を建設したのである。
　小なりといえど、それぞれ一国一城の主が吸収・合併ではなく協業化しようというので
ある。顧客管理や財務会計は一元化可能としても、経営理念はさまざまな思惑がぶつかり
合い、あわよくば協業組合のイニシアティブをなんとかと考えたメンバーもいたことであ
ろう。事実、10社でスタートしたにもかかわらず、途中、袂を分かった企業も多く、現在
は 3～ 4杜にすぎない。この間、残った各社は、理事長、行松賞氏のもとに結束して、知
恵と汗と資金を出し合い、紆余曲折を袈いる経る中で、次第に事業を軌道に乗せ、今では
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大手流通や電機メーカーを顧客にもつ中賢企業に躍り出た企業である。
⃞⃞ 成功のポイントは、何だったか
　協業化を成功させ軌道に乗せていったポイントはいくつかある。
　まず第 1に、協業化に踏み切るだけの危機感が各杜にあったことが最大の推進力になっ
ている。
　第 2に、まとめ役になった行松氏のひたむきな経営手腕＝バランス感覚である。彼は「私
は何も苦労していません。皆さんが心を一つにして事業に邁進したのです」と述べる一方
で、「私自身の会社は協業化当時に決してNo.1 企業ではなかったのですよ」と。このさり
げなさの中に、力で力を押すのではなく、相互の力量を経営の天秤に乗せることで、自ら
の力学を計ること、つまり彼自らが経営の天秤になるべく努めたことである。
　第 3に、経営者や従業員の融和に努めたこと。賃金などの待遇を参加企業の中の、最上
位ランクに統一したこともその 1つ。
　第 4は、フルライン完全自動化である。現在の印刷業に対する要請は小ロット・短納期・
低コストと厳しくなっており、24時間体制を組む必要がある。ここでは自動化と同時に従
業員の 3交替制を実施し、24時間体制と週休 2日制を同時に実現している。
　最後に、「印刷を核にした情報産業」への転換である。すなわち印刷と合わせて、企画・
提案を売る方向へ市場調査を行って、絶えず顧客の要望を先取りし、印刷媒体を通した顧
客企業のイメージアップのコンサルティングをするところに発展している。
　中小零細企業の活性化手法として協業化がうたわれる。しかし、このことは上述したよ
うに極めて困難を伴う。同社のケースは中小企業の協業化のヒントを提示している。
― 111 ―
地財として見た、日本の中小企業　その 1（大西）
1992.8.1/CORRIDOR/PHP出版
まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 2
グラス・ファイバー工研株式会社
独創が独走を生む、すきま市場戦略
＊	 所在地	 〒578　東大阪市加納1084－1
＊	 資本金	 2,400万円
＊	 年　商	 13,000万円
＊	 従業員	 8 名
＊	 取扱商品	 無線アンテナアクセサリー・スポーツ用品
⃞⃞ 経営者が評論家になる中で
　「苦労して製品化に漕ぎつけたものの……」、中小製造業の経営者達が、暫し口にする言
葉である。「とにかく」「何が何だろうと」「しゃにむに」研究開発を進めて製品が完成、さ
てどうなるか？　言うまでもなく一番大切な点は「売れるか否か」だ。
　特にバブル崩壊後は、「市場の読みが甘かった」「急激に景気動向が変化した」と評論家
ばりに自慢？する経営者が目立つ中で、今回紹介する「グラス・ファイバー工研株式会社」
は、社名から製品が想像できるように「しなやか」で「軽く」かつ「錆びない」企業であ
る。
　同社は、昭和38年に日本で初めて棒高跳び用のグラス・ファイバーポールを製造・販売
し、翌年すぐにカナダ等に輸出。昭和53年に、植村直巳氏により北極点に当社のフィール
ド・ポールが建つ。更に平成元年世界室内陸上大会で、ブブカ選手が出した世界新に当社
のクロスバーが使用。当初から、主力製品の開発コンセプトは使用者の立場に立った「理
想の追求」であり、成熟期を過ぎた商品からは、ためらわず撤退している。そして現在の
主力商品は、グラスワイヤーである。
⃞⃞ 何故売れない物を造るのか
　同社の成功のポイントは、まず第 1に、代表取締役の足立右二氏のモットー「自らが研
究開発・市場調査をして有望なものだけ製品化し、自社ブランドで市場にその真価を問う」
である。同氏はこの事業を展開する以前に、約10年ほど地方銀行に勤務していた。そこで
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「倒産していかざるを得ない企業」を目の当たりにし、「始めに市場ありき」と、徹底的な
「マーケット中心論」を会得した。「何故売れないではなく何故売れない物を造ろうとする
のか？」「社会に対して有意義な製品を有意義な時期に限定して製造する」「製品に対する
自負は存在しても、過度な思い込みは負担になる」―これらの視点がひいては、経営に対
する気負いなさ＝客観性を引き出すことを可能にしている。
　第 2に「市場参入できる」ではなく「自社の力量に応じて、適した市場を、適した量だ
け創造する」ことである。市場を拡げれば大手他社が参入する。自らの市場を維持するた
めには、次々に市場を創造し、自らが消化できるだけの範囲で展開を計ることである。
　第 3に「自社ブランド」へのこだわりがあればある程、「全て自社だけで」賄おうとしな
い事である。同社から生まれる製品はすべて足立氏の考案によるものであるが、開発の過
程で必要とされる「技術力」並びに「開発ツール」は自杜だけで揃えようとはしなかった。
経営の 3条件「人・物・金」の中で「人・物」を増強しようとすれば、まず管理面を始め
とし、その他諸々の増加を自らが抱え込むことになる。その結果「金」の増加である。特
に一度ヒットした商品を持っている企業は「過去の夢」にしがみつき易い。同社は操業時
以来10人足らずの従業員を維持しながら、自社にないものを技術力のある外注先から吸収
し、かつ育成してきた。
　いみじくもインタビュー中に、同氏が私に洩らした「同じ花は 2度咲かない。だからこ
そ素晴らしいのである」―まさにこのことが肝心であろう。
　「ナンバーワン」から「オンリーワン」へ同じ苦労をするならば、「独創から独走へ」と
したいものである。
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1992.9.1/CORRIDOR/PHP出版
まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 3
東亜高級継手バルブ製造株式会社
経営理念の革新でドル箱技術誕生す
＊	 所在地	 〒573－01　枚方市野村元町1－37
＊	 資本金	 4,500万円
＊	 従業員	 150名
＊	 年　商	 36億円
＊	 取扱商品	 給排水管継製造
⃞⃞ 新都庁を支える排水管継手の技術
　現代の快適な都市生活は、目に見えない部分でのさまざまな技術によって、維持されて
いる。水の供給処理は、その典型である。何千人もの人が働く超高層ピルで、最上階でも
地下階でも安定した水の供給処理が行われているという事実は、実は驚異的なことなのだ。
　超高層ビルの最上階から排水管を通って排出される水は、那智の滝のようなもので、強
烈な落下圧力がかかる。それを安定的に制御するのが、排水管システムだ。中でも、水平
な排水管を合流させ、垂直に排水を落下させる切り替え部分にあたる継手バルブは、水流
制御の要といわれる。
　今回紹介する東亜高級継手バルブ製造（株）は、排水管継手のトップメーカー。空気圧
を一定にするために、通常は空気管と通水管の 2本が必要とされる排水管を、同社は独自
の継手を開発して、 1本にし、コンパクトで低コストな排水管系統を作り出すことに成功
した。
　簡単にその原理を説明すると、継手バルブの内部をねじり構造にして、旋回羽を付ける
ことで、排水管から流入した水が旋回しながら落下するため、中央に空気芯ができる。こ
れで、管内の気圧変動を制御できるため、最上部に伸長通気管を付ける以外、通気管が不
要というものだ。
　同社の開発した 1管式排水管システムは、多くの高層住宅やオフィスビルを始め、最近
話題の新都庁でも採用されており、 1トンの落下圧力にも耐えるという。
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⃞⃞ 開発のヒントは、ゼロ戦の 1管式尾翼に
　排水管を 1本にまとめることは、バルブメーカー共通の課題であり、同社でも試作品を
一応完成させていたが、排水時の雑音がネックであった。そこで、原点から考え直した。
「なぜ管は円筒でないといけないのか？」それから、連綿と研究と実験の試行錯誤が続い
た。
　ある日、ゼロ戦を設計した同社の技術顧問が、「飛行機の尾翼の角度やったら、音が出な
いんと違うか。……羽根付けて四角にしたらどうや」ともらした。この言葉が大きなヒン
トとなった。技術者総がかりで取り組んだ結果、ドル箱製品が誕生した。
　こうした柔軟な発想が生まれる土壌には、同社の経営理念の革新があった。
　同社はガス・水道事業が、わが国で始まって以来の老舗で、鋳物バルブについては、技
術を完成していた。しかし、同社はお客の立場に立って、製品開発することを第 1に捉え
直した。現在の福原祥皓社長は銀行マンだったが、父の死をきっかけに後を継いだ、いわ
ば「素人」だったこともプラスに作用した。既成概念に捉われることがなかったのである。
⃞⃞ 鋳物のノウハウ豊かな高齢技術者を尊重
　同社は、生涯雇用制度を採用していることでも知られている。排水バルブは鋳物技術が
ベースであるので、何といっても経験がものを言う。150人いる社員のうち、25人が55歳以
上である。最年長社員は、78歳の経理担当者だ。
　「高齢の熟練者が働きやすい環境に設備投資することで、新たなノウハウが得られる。こ
れが、福原社長の考えだ。
　技術は人が作り、人の暮らしを良くするもの。製造業の原点が生きている企業といえよ
う。
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まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 4
ガジャマシーン社
日本の経営に学び夢は当地の財閥
＊	 所在地	 Cokroaminato	34	Solo	 lndonesia
＊	 TEL（FAX）	 0271－45614
＊	 従業員	 230名
＊	 年　商	 260万US＄
＊	 業　種	 繊維機械　プラスチックフィルム製造機製造販売、工場冷房システム、リゾ
ート開発、レンタカー
　 5月 1日号・6月 1日号の本誌で指摘したように、インドネシアは21世紀の世界の市場、
有望市場の一つに数えられている。非同盟諸国会議を主催し、その力を世界に訴えた。多
くの日本の読者は、この会議が持つインドネシアに対する意義と将来の意義付を理解出来
ないと思われる。しかし、ここインドネシアでは、これを成功裡に終えることに対する期
待は、我々の予想を遥かに超えている。会議期間中、参加国の要人がジャカルタの町を視
察して、その結果が連日テレビで放映され、この会議とオリンピックに於ける金メダルの
獲得は、アジアの大国としての意識・国民の自尊心を鼓舞させている。
　経済の調整期に入り自動車産業、木材に陰りが見られるが、繊維・雑貨・靴等は依然と
して成長を維持している。
⃞⃞ 口コミー筋に徹底した営業戦略
　インドネシアの城下町ソロにあるガジャマシーン社（1973年創業、ガジャは現地語で象、
マシーンは機械の意）のキャッチフレーズは、「インドネシアで初めてヨーロッパに機械を
輸出した企業」。従業員 3入で、100㎡の自宅でプラスチックフィルム機械修理再生で創業
し、初年度はソロのバイヤーに 2台売却した。今日では年間200台の生産高を挙げる。
　その経営戦略は徹底した営業の重視であり、創業時から今日まで一切の広告をすること
なく専ら顧客の口コミに依存している。一旦納品した自社製品に対するアフターサービス
は、月例訪問・定期点検・製造者責任制（修理はその機械の不良箇所を製造した担当者が
行う）・自社新製品のカタログと携帯テレビ（日本製の液晶テレピ）による宣伝と日本のメ
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ーカーと何ら遜色がない。営業拠点も今日インドネシア各地に設置している。更に、製造
現場は徹底した技能習得を目的に、使い古された機械による段階的職業訓練を実施してい
る。入社年限ごとにレベルの異なった機械を操作させており、各段階に指導員（班長）を
配備しマンツーマン指導をしている。
⃞⃞ 顧客管理の極意を知った日本体験
　経営戦略は、毎朝 8時から社長宅で行われる朝食会（15分程度、問題のある場合は 1～
2 時間）で決められる。17名の幹部はその会で問題点を出し、全員の合議で議決される。
以上述べたこれらのシステムを取り入れるに至った経緯は、社長（46歳）が技術の指導を
仰いだ日本のメーカー（住友化学）に影響を受けている。同社で 6ヵ月間技術研修を受け
た同氏は、インドネシアと日本の全ての面に渡る差の余りの大きさに絶望と羨望が交差し、
何事にも徹底する同氏は、滞在中に日本の経営の極意は、その顧客管理にある事を身をも
って体験した。帰国後、これらの実現に日夜没頭し今日の成功に至った。
　しかし、実現に至る道のりは、決して平坦なものではなかった。連続して発生したオイ
ルショックは自社製品の内容を大きく変化させ、大半がプラスチックフィルム製造機であ
ったため、当時大量のデッドストックを抱え込み経営危機に直面した。
　丁度、インドネシアの繊維工業勃興期に当たり中古繊維機械の再生でこの危機を乗り切
った。それ以来今日まで繊維機械に比重を移し、プラスチック機械との製造販売比率は70
対30の割合になっている、
　今日その事業分野は機械製造と修理再生・工場の冷房・リゾート開発・レンタカ一と拡
大している。将来これらの事業分野を拡大させインドネシアに於ける財閥の一つになるこ
とが彼の夢である。
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まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 5
水野工業所
貸工場を拠点に、日本有数の表面処理技術を誇る
＊	 所在地	 〒577　東大阪市高井田西 5丁目35
＊	 	T E L 	 06－781－4258
＊	 	F A X 	 06－781－5231
＊	 従業員	 15名（パート 6名）
＊	 年　商	 1 億5,000万円
＊	 業　種	 耐蝕・耐摩耗処理（金属表面処理）
⃞⃞ 無一文から出発する
　「まいど」「水野さんとこですか」10年近く前に調査で訪問したのが最初であった。当社
は、塩浴窒化法により金属の耐蝕性と耐磨耗性を 5～10倍にも向上させ「この仕事に関し
ては自分がナンバーワンだと思います」という小さなハイテク企業である。
　中小製造業がほぼ 1万社集積している街・東大阪は、小さなユニーク企業の集積地とし
ても知られている。関西大手弱電は、こうした中小企業の技術力に大きく依存して成長を
遂げてきた。今、住工混在地区に変貌し、工場の街は転換点に立っている。
　開発されたハイテクのビデオカセットは、その心臓部分に距離を測定し、自動的に焦点
を合わす部品が使用されている。この部品は、極めて高い精度と耐蝕性と耐磨耗性を要求
される。ハイテク化が進行するに伴い、部品の強度と精度は、高レベルを必要とする。
　更に、現代のプラスティックを始めとする工業製品の多くは、金型を用いた非切削加工
により製造される。しかし、金型の製造コストは高く金型の耐久性が製品のコストに響く。
金属表面処理はこうした要請に応える技術である。
　「こんな、いろんな業種が集まってるとこ他にあれへん」「わたしら、ここやさかい仕事
ができたんですわ」これは水野晃さんの口癖だ。
　当杜はこの地のメリットを生かして、多くの関連企業と提携しながら得意の分野に技術
を特化することにより、巧みに経営を行っている。貸工場からスタートし、今もそのスタ
イルを守っている。「近くの工場が次々マンションに変わっていくのは耐えられへん、こん
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な面白いとこ他にあれへん。はやいとこ抜本的な手をうたんと、駄目になってしまうがな」。
⃞⃞ 大学の研究室との提携
　中小企業の街・東大阪で昭和51年、勤務先の倒産により独立（43歳）、創業時無一文から
出発。「あんた頑張りな、何とかなるわ」と創業時からのパートナーである夫人の一言で、
独立に踏み切る。「最初は心配で……」。しかし、昔の取引仲間から「水野さん、あんたが
独立すんやったら、機械も仕事もまわしたるわ、返済は出世払いや……」。
　「今まで仕事の上でクレームは殆ど有りません」これが氏の自慢だ。ここに至る道のりは
苦難の連続であった。近くの大学の研究室の門を叩いて教えを請うたことも度々あった。
ご子息をその大学に入学させ跡継ぎに。研究の行き詰まりを、外部の資源を有効利用する
事により乗り切った。
　特に、大学の研究室との提携は同社の技術力を飛躍的に向上させ、最先端の情報にアク
セスを可能にさせた。当社の扱う表面処理は、大手では対応出来ないほど形状・材質・熱
処理方法等が異なる。「小口の客」を大切に、取引は 1社に集中しないように配慮、きめ細
かな対応を心がけてきた。少量なものでも注文に応じ、今日では日本全国で、300社に及ぶ
ほどの取引先を有している。
　口コミだけの、先方からの持ち込みである。しかし納期は厳守してきた。この仕事はリ
ードタイムが長く実際にものになるには10年近くの開発と経験がいる。
　そのため「従業員は宝」という方針のもと、福利厚生・給与・労働時間等では大企業に
負けない待遇を維持している。又創業時からフレックスタイムを導入、各自の働き易い時
間帯に仕事を設定してきた。技術、職場環境とも、現状に甘んじる事なく、さらに優れた
ものを開発中だ。
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まいど教授の小さなユニーク企業探訪記 6
福寿酒造
酒文化の創造も試みる本物へのこだわり
＊	 所在地	 〒658　神戸市東灘区御影塚町 1丁目 8番17号
＊	 T E L 	 078－821－2911
＊	 F A X 	 078－851－7959
＊	 従業員	 醸造期・50人　通期・35人
＊	 年　商	 12億
＊	 業　種	 清酒の醸造及び販売（国内・海外）・食品の製造及び輸出入・不動産の賃貸
＊	 創　業	 1751年（宝暦元年12月）
⃞⃞ 本物へのこだわり
　今回紹介する福壽酒造（安福重照社長）は、1751年創業と灘五郷でも有数の老舗である。
私の授業の一環として当社の酒心館で学外セミナーを開催したのが最初の訪問であった。
「先生こんなとこで搾りたて原酒を飲みながらのゼミは最高ですね……」。
　これは学生や私のいつわらざる感想であった。以後、何度もここを利用している。
　平成元年の酒税法改正により、平成 4年度から日本酒の等級廃止が決定された。そこで、
酒類間の競争（ビール・ワイン・焼酎）から日本酒同士の激烈な品質競争に突入した。大
手酒造メーカーは、持ち前の資金力を活かして強力なPR作戦に出たが、福安酒造は、ほ
んものを強調して勝負を挑むことにした。
　「……ほんものやで」、これは社長安福重照氏の口癖である。ほんものとは何か、どの様
な状況になろうとも原料の厳選と手抜きのない “つくり” である。今も灘五郷に伝統の技
法を手作りで行っている。と同時に大事なことは、蔵元から出荷されたお酒が本当に最高
の状態で本物のお酒を飲んでいただいているのかということ。
　冬季醸造期に酒蔵を訪れ新酒しぼりたてを飲んで「こんな美味しいお酒、なんで家庭で
飲めへんねんやろ」という質問から出来上がったのが当社の凍結酒である。しぼりたての
生洒を瞬間的に凍らせ、味の変化を起こす酵素を眠らせてしまった。この技術は、製法特
許となっている。凍らせる技術は、同時に冷凍倉庫での長期保存を可能にし、何時でも何
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処でも搾りたてのお酒を嗜むことを可能にした。
　しかし、たちまち類似商品に見舞われた。似て非なる凍結酒が各地に氾濫した。そこで、
当社はこれに特許で対抗した。しかし、如何せん巨大市場を制覇するには、余りにも力不
足であった。そこで、大関酒造と提携しこの障害を乗り越えた。
　本物の酒造りに対するこだわりは、製造工程に顕著に現れている。長年に渡って培って
きた伝統技法による本物の清酒を、素材の吟味（六甲山系から湧き出る宮水、銘米山田錦
のみを使用）、昔の味を守るべ〈、搬送以外はすべて手作業で、寒冷仕込で行っている。
⃞⃞ 生きた酒文化を楽しむ
　更に、当社では地域に対するアメニティを積極的に行っている。かつて精米所として使
っていた古い建物を改築し、酒造資料館を造った。これが前出の酒心館である。
　類似の館は大手酒造メーカーに存在しているが、ここの特徴は「生きた酒文化を消費者
に楽しんでもらう」という考えに徹している事である。酒器・道具等の展示に止まらず、
ジャズ・古典音楽・雅楽・演芸に至る幅広いジャンルをおおう企画が当館で実施され、生
きた新たな酒文化の創造を試みている。
　ところでバブル経済崩壊以後、大企業を筆頭に、文化に対して無条件に援助してきた時
代は、既に過去の事であると決め込み、自らの企業だけを死守しようとする企業も少なく
ない。まさに金余り時代の文化バブルが弾けた状態である。
　福壽酒造は、消費者指向・地域アメニティ・文化活動といった様々な要素を企業経営に
織りこんできた。だからこそ、この時代にあって同社が掲げてきた「ほんもの」、特に「企
業としてのほんもの」が問われる時代になるであろう。
　ここはひとつ、「企業風味」を失わずに、継承していただきたいと願っている。
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ポリユニオン工業
基幹産業を支えるパイプドクター
＊	 所在地	 〒598　大阪府泉佐野市中町 3丁目 4番15号
＊	 T E L 	 0724－63－4767
＊	 従業員	 16名
＊	 資本金	 350万円
＊	 年　商	 3 億円
＊	 業　種	 ピグ製造・輸入販売、クリーニング工事、ピグシステム機器製作、エホキシ
ライニング工事、プラスチックシャトル製造
＊	 設　立	 昭和46年
⃞⃞ 借金返済から無借金経営ヘ
　テレビ・新聞等で成人病、とりわけ糖尿病がクローズアップされているが、その怖さの
一つに血管が詰まり、種々の成人病を併発する合併症がある。石油化学も同様で、無数に
張り巡らされたパイプにより生産が維持されているが、それが詰まり腐食すると、たちま
ち生産機能が麻痺する。定期的なパイプの点検と保守により生産が維持されているのだ。
　パイプの外面防食は、電気防食技術をはじめほぼ完成しているが、内面に関しては緒に
ついたばかりである。まして入口・出口の 2ヵ所を取り外すのみで、簡単に形・大きさ・
長さに関係なく全てのパイプラインの詰まり除去・防食を可能にした技術は、日本最新の
特殊技術と言える。
　今回訪問したのは、その技術を開発した「ポリユニオン工業株式会社」。当社の技術開発
の過程を取材した。
　この技術は、“PIG（ピグ）工法” と言い、原理は内径より大きなウレタンで出来たPIG
を空気か水の圧力を利用して押し出し、その力で新管の溶接スケール、異物、旧管に堆積
したスケール（付着物）等を除去し、さらに客先の要求に応じて、管内面エホキシライニ
ング（樹脂塗装）を行うものだ。
　関西新空港は日本の期待を背負い、開港を 2年後に控えているが、開港にいたる迄に目
に見えない様々な技術が駆使されている。新空港のジェットオイルのパイプラインは約20
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キロ。当社は事前の点検・保守を担当している。
　泉州は繊維産業の集積地で、日本のタオル・毛布・絨毯の大半はここで造られている。
しかし、発展途上国の追い上げに遭い、事業規模の縮小と転廃業を余儀なくされている。
　社長（大工貞晋氏53歳）は大学卒業後、福井の繊維会社に就職したが、昭和40年から家
業のシャトル製造業を引き継ぐ。だが、銀行・取引先へ多額の借金を抱え、当時86名の従
業員を一挙に16名まで削減、1,600坪の土地売却により何とか返済した。「私共にとりまし
ては、大変な返済金額で、廃業・整理してこれを賄おうと思いましたが、取引先の繊維会
社の方から “部品でもいいから持ってきなさい。それで一時凌いでおくから” とのお言葉。
この方は私にとりまして一生の恩人です。命日には欠かさずお参りしています」。
⃞⃞ 大手と組む
　PIGに出会うまでの12年間は連日、関係機関に出向いての借金返済期間の延長や会社更
生計画の説明に費やされた。そうした中、知人の勧めで機械展に行き、初めてPIGを知っ
たのである。早速資料を取り寄せ研究・検討しこの事業に進出した。
　輸入品PIGの作りは粗雑で多種多様のトラブルは免れない。工事が終了するまで一時も
目が離せない状態であった。そこで、自社のシャトルで培った樹脂発泡とスティール埋め
込み技術を利用し、新たなPIG作りに取り組むことにしたのである。これにより、工事と
製品が一体化し、高付加価値化し、無借金経営・高利益率を可能にした。
　「大手と組む」は氏のモットーである。中小企業は、自前で全ての技術を賄う事は不可能
だが、大手の懐に入り、大手の技術力の助けを借り、共同で特許申請に持ち込み、大手に
も応分の利益がでる仕掛けをする事に大工氏は目をつけた。これが今日の成功の秘訣であ
る。
　「私は事業の拡大より、その深化を求めます。私が管理出来る範囲内に事業活動を限定
し、私はコンダクターで、従業員・会社の持てる能力を最大限に引き出す事に専念してい
ます」
　労働条件・給与の良さは中小企業内で類をみない。氏と従業員はコンダクターと奏者の
関係、良い音色を出すべく、日夜努力する姿が感じ取れた。
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大和歯車製作
自社技術の無い悲哀をバネに工業規格トップヘ
＊	 所在地	 〒577　東大阪市西堤学園町1－12
＊	 	T E L 	 06－782－5141～ 3
＊	 従業員	 108名
＊	 資本金	 3,000万円
＊	 売上高	 89.4　12億9,200万円
	 90.4　16億3,400万円
	 91.4　16億4,000万円
＊	 業　種	 航空機のエンジン用や産業ロボット用の歯車のほか、特殊工作機器などを製
造・販売
⃞⃞ 夢工場で人材確保に成功
　バブル崩壊後、日本経済はさしもの好景気も下火になり、長期不況に突入したかのよう
だ。かつて、中小企業は人材確保ために種々の方策を講じてきた。その一つに近代ファク
トリー（快適工場、ニュ―ファクトリー）の創造があったが、不況とともにこの動きも頓
挫したかに見える。
　しかし、21世紀を直前に控え、中小製造業の生き残り条件の一つとして、従業員・周辺
住民にとって魅力の持てる夢工場の創造にそが重要だ。
　今回紹介する企業は、地方に工場を移転させる事により、人材確保、ニューファクトリ
ーを可能ならしめた事例である。
　中堅歯車部品メーカである「大和歯車製作株式会社」は、和歌山県日高郡川辺町に新工
場を建設、東大阪本社工場は開発部門と営業、物流が残り、他は新工場に大移動させた。
新工場は一万坪の敷地に、近代的な快適工場が著名な建築家の手により完成、これに併設
して、クラブハウスのような食堂とホールも建設している。
⃞⃞ 地元定着を願う郷土からの要請
　108名の従業員中、85％が社長の津井美一氏（67歳）と同じ和歌山県日高郡の出身であ
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る。今まで人集めには、さして苦労はしていない。毎年高校新卒者を10名前後採用してき
ている。
　川辺町への進出は産業活性化・若者の地元定着を願う地元の強い要請により行った。同
町は製造業専業所が少なく、地元の高校新卒者やＵターン希望者にとって今までその就職
先の確保は困難であった。同社の進出は地元の期待に添う形で行われ、人材確保の点から
も同社にとってメリットがあった。
　更に、同社の大半の従業員は、高度経済成長期に社長の引きで入社した人材であった。
彼らは農家の跡継ぎか多く、中高年になると退職・遠距離通勤をするようになった。
　手狭になった東大阪江場の移転を考えていた社長の津井美一氏は、自社のベテラン社員
の退職防止とＵターン希望者の収容を、和歌山へ移転する事で解決した。この計画は従業
員に大好評で、Ｕターン希望者は108名中80名に及んだ。
⃞⃞「最高の加工技術」を社是に
　津井美一氏がこの仕事に就くまでの経緯は、学校（商業専門高校）卒業後、知人の紹介
で歯車製造会社に就職したことだ。
　同社の経営者は「現場を知らんと、ソロバンだけでは何も判らん」が口癖で、津井市は、
昼は事務で夜は現場助手、その合間に夜間の職工学校に行かせて貰い、そこで図面・機械
操作を習う。
　昭和18年召集され満州とソ連の国境に出兵。そこで幹部養成所の入所試験を知り、受験
し合格。熊本予備士官学校で厳しい教練を受け、これが今日の自信に繋がっている。
　終戦後、元の会社に戻り、最もお得意先の多い職長になる。会社は戦後の不況で倒産。
23歳の時、得意先の紹介で企業内下請けの仕事を受け「機械・工場・資金等は出世払いで
いい」と言われ45年前に独立。
　昭和50年代の長期不況では 3年近く仕事が全く無く、窓拭き・工場のペンキ塗り・将棋
等をして時間を潰す。この時期に、自社技術のない悲哀を味わう。以後「最高の加工技術」
を社是にし、思い切った設備投資と人材育成を行う。今日では日本の工業規格のトップレ
ベルを維持し、更にドイツの最高レベルに挑戦している。工場移転は最新の加工技術を維
持できる工場環境作りにあったのだ。
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御堂（前編）
積極経営の企業が、不況に直面した時どうなるか
＊	 所在地	 〒570　大阪府守口市東郷通 3丁目27番地
＊	 T E L 	 06－994－6043
＊	 従業員	 110名
＊	 資本金	 8,300万円
＊	 売上高	 90年　14億 8 千万円
	 91年　20億円
	 92年　14億円
＊	 業　種	 精密自動車機械部品　各種試作部品
⃞⃞ 徹底した社員研修で売上げ上昇
　松下電器、三洋電機の下請け企業が集積している町・大阪府守口市の工場地帯に、精密
自動機械部品・各種試作部品製作の（株）御堂がある。
　社長長倉貞男氏（47歳）は、1965年、松下電器に入社、 4年勤務した後独立、仲間と共
に69年 1 月、旋盤加工のコダマ製作所創業、77年、御堂に改組。91年には中小企業の研修
代行会社昴を設立している。
　87年当寺、従業員53名、売上げ 5億 4千万円から、89年11億円、90年14億 8 千万円、91
年20億円へと順調に売上げを伸ばし、従業員も110名とマスコミも取り上げるほどの急成長
を遂げた。取引先も松下、三洋、住友金属商事、パロマ、日本電産等100社ある。
　「ワァー、ソリャー」と、けたたまししいかけ声が、特設された 3階の体育館から聞こえ
るここ御堂は、何度も大阪府の綱引き大会で入賞した企業だ。
　「挨拶一つまともにできん人間はいらん」が長倉社長の持論。そして人手不足に悩まされ
ている中小企業にあって過去数年、入社条件を「明るい・元気・素直」にのみ限定したユ
ニークな採用方針で、20人前後の新規高卒者を採用し、彼らの戦力化に成功している。
　教育は人間性を高めることを目的とし、御堂の社員である前に、日本人として恥ずかし
くない、立派な社会人を作ること」と述べる長倉社長の言葉には、事業と教育が渾然一体
になっている姿が垣間見られる。
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　当社は新規採用方法のみならず、人事の昇進・昇格制度もユニークだ。昇進の最大の基
準は人間性で、仕事が出来るだけで昇進はしないという。仕事ができても人間性に問題が
あればやめて貰う。更に従業員教育は従業員を成長度によりＡからＦまで分け、それぞれ
にきめ細かいカリキュラムを設定。社長自ら教育をかってでる。
　「我が社は生涯教育です。一般社員から部長にいたるまで随時教育を受けています」とい
うように、社員教育に国家資格を導入、技能士試験に挑戦させ給料に反映させてきた。
⃞⃞ 不況による受注悪化に直面
　松下電器を退社して独立したのは、「私は当時既に結婚していましたが、遊び好きで月給
だけでは生活が維持できず、独立を決意した」ということ。10人の仲間との仕事は面白い
ほど儲かり、12年近く遊んだ。　しかし、35～ 6 歳になり、今までの自分の生活につくづく
嫌になり、真剣に働く事になる。
　しかし会社の業績は逆に一向に伸びなかった。これは従業員の大半が高齢者であり、機
械の進歩に技術が追いつけなかったのだ。
　しかし、当社の唯一の若者が最新鋭の機器を使いこなし、彼にNC機器の使用を任した
ところ売り上げが上昇した。その経験から、これからは若者が中心だ……と痛感した。そ
して若者を積極的に採用したが、彼らのこれまでの教育が全く駄目なことを痛感し、社員
教育を思い立ったのだ。
　しかし、バブル経済崩壊による不況が当社を直撃し、急進していた売上げが昨年の後半
から急減しはじめ、92年は14億円の売上げに甘んじた。不況の克服法が見当たらないほど、
今度の不況は本当にしんどい。今まで積極的に責めてきたためその咎めが一挙にきた。
　急速な受注の落ち込み、銀行も資金を貸ししぶるようになり、自信喪失で毎晩不眠が続
いた。ベンチャーは勢いのある時期はいいが、一度勢いをなくすと坂道を転げる如く急速
に業績が落ち込む。悶々とした毎日が続き、会社に出るのもいやになった。しかしある時、
「ゼロからスタートや」と考えると、ヒントがでてきた。
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御堂（後編）
原点に戻り、再び挑戦への道
＊	 所在地	 〒570　大阪府守口市東郷通 3丁目27番地
＊	 T E L 	 06－994－6043
＊	 従業員	 110名
＊	 資本金	 8,300万円
＊	 売上高	 90年　14億 8 千万円
	 91年　20億円
	 92年　14億円
＊	 業　種	 精密自動車機械部品　各種試作部品
⃞⃞「社長、なにしょげとんね」
　前回紹介した「御堂」の社長・長倉貞男氏（47歳）は、「今までが出来すぎや、原点に戻
ってやり直し……」という。この御堂は、大運動会・七夕・綱引き・ボーリング大会とイ
ベントが多く、18～20歳の若者にとって会社の生活が高校生活の延長と見なされ、社長の
個性ともあわさって面白い会社と評判が立った。
　平成不況による業績悪化に伴いイベント縮小・残業のカット・賃金（ボーナス）の引き
下げ等を実施、他社より高額の賃金を享受していた従業員にとって、この処置は荒療法で、
18～20歳を中心に20名前後が退社。彼らは今の仕事にこだわっておらず、「いつ辞めても仕
事が有るわ」が口癖だった。
　一途に社員教育を施してきた長倉社長には絶えがたき屈辱で、社員に与えた影響も大き
く、そこかしこで「この会社大丈夫か」と 1人、 2人と歯が抜けるように退社、今までの
社内の活気が嘘のように沈滞した。
　「社長、なにしょげとんね、わしらが残っているやんか」、手塩にかけた30歳代の中堅社
員の一言が社長を勇気付けた。「彼らの為にももう一度やり直しや」と、今までの消極策か
ら、一転して会社建て直しの積極的な対策に取り組む。
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⃞⃞ 会社建て直しの積極策
　受注の落ち込み・新規購入機械の償却費・銀行への返済金増大に直面した当社にとって、
経費削減は避けて通れない方法であり、20名前後の退社は、固定費削減の面より考慮すれ
ば大変なメリットをもたらした。
　昼食時・休憩時の飲み物、お菓子の削減、遊休地の売却、関連会社の本社への統括、取
引先の見直し、営業経費の削減等出来るところから全員で手掛けた。
　社員の区別化に取り組む。仕事に愛着ある社員とそうでない社員は残業・ボーナスで差
をつけ、しんどい時についてきてくれる社員には出来るだけ処遇を厚くし、沈滞したムー
ドを払拭。今まで以上に社員教育を徹底し始めた。
　これまでの、弱電・精密機械・カメラ等の試作で長年培って来た技術を活かし、新たに
農業の分野に進出。「ゴロパッチン」（自動的に無人で野菜・果物のネットを包装出来る機
械）の販売権を取得。社長・担当社員が出向いて、購入希望の農協に対してどんな品目を
どんな設置場所で使用、さらにどんな人が操作するのか、事前に徹底した調査を行い、自
社のモノ創りから得た情報を活かし、試行錯誤を繰り返しながら、きめ細かに使い勝手良
く改良を加え、これを梃にして試作メーカーからの脱皮を計っている。
　これまで社員教育に年間1000万円近く投資してきたが、不況・退職と、今までの投資が
水泡にきしたかに見えたが、逆に見れば、それだけ社員教育に対するノウハウが蓄積出来
た事になる。「これを活かして社員教育事業に進出や……」、こうして、中小企業への研修
代行会社「昴」は誕生した。今では、これが最大の利益集団にまで成長を遂げている。
　海外事業にも新たに挑戦している。現地に進出している日系企業の試作を担当する企業
を、上海で日中合弁事業として設立に向けて準備中。
　今日の不況は、企業規模の大小を問わず、人員削減に取り組ませており、日本的経営の
美点とされた従業員と経営者の信頼関係が音を立てて崩れようとしている。企業の社会的
責任が言われて久しいが、ここ御堂は心の底から「ワァー、ソリァー、ソリャー」の心意
気で明日への希望を託しこの不況に社員一丸となって綱引きをしている。
　「まいど教授、今がふんばりどきや、きっと乗りきったる」。社長の一言を胸に、私は当
社を後にした。
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津村製作所
新月から満月へ、優良プレス工業の着実な前進
＊	 所在地	 〒545　大阪市阿倍野区天王寺町南 3丁目 5番12号
＊	 	T E L 	 06－719－1015
＊	 従業員	 45名
＊	 資本金	 3,600万円
＊	 年　商	 17億円（平成 4年 4月実績）
＊	 業　種	 紙管口金及び金栓の製造販売、プレス金型及び一般金属プレス加工
⃞⃞ 5 Sプラス 2 S
　平成不況が続く中、ここ 1～ 2カ月は少し売り上げが上昇気味で、先行きに少し明かり
が射してきた感じがある。しかし、家電をはじめとした製造業は、受注不振と円高に遭遇
しあえぎ、とりわけプレス工業は、この影況をまともに受け、受注が激減している。
　その中で、着実に実績をアップしているプレス工業メーカーがある。それが、今回訪問
する津村製作所である。
　「まいど、関西大学の大西です。津村さん、おられますか」、代表取締役津村卓男氏（59
歳）は、小柄なこざっぱりした技術者タイプの方であった。
　紙管口金専業メーカーとして、昭和23年当地で創業、紙の生産量の増加とともに、着実
に生産を伸ばし、更に「深絞り」加工技術を生かし、金型の制作からプレス加工まで、一
貫生産を行い、スチール椅子部品・道路保安資材部品・一般プレス加工品を生産。優良申
告法人として過去 5回表彰されている。
　津村氏は、10年前父親の死により家業を引き継ぐ。
　「津村さん、ここに工場はないんですか。始ど音が聞こえないんですか」「私とこのモッ
トーは、 5 Sプラス 2 Sなんです」
　 5 Sとは、「整理・整頓・清潔・清掃・躾」だが、当社はそれに加え、「静寂・安全」
（Silence	and	Safety）を重視している。 3 Kの代表如く扱われてきたこの業界にあって、
脱 3 Kをいち早く打ち立てた。
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　求人で高校を廻り、就職担任の先生から「プレスはイメージが悪いわ（零細・危険・騒
音・きついが定着している）」と言われ、まずそのイメージを払拭することから手掛けた。
⃞⃞ 満月を目指して
　「新月会」という静寂・安全にかんする提言の発表会を、月 1度（土曜日）行い、その成
果によって、給与に反映させてきた。
　「払は、社員に 1からあれこれ指図するのは嫌いです。全ての事を私がしてしまうと、社
員にすれば満足感が有りません。少しずつ社員に考えてもらって改善し、全員で “満月” に
しよう。この “新月” が当社のモットーです」　工場内は、整理・整頓・清掃が行き届いて
おり、プレス工場独特の騒音がしていたが、一歩外に出ると、騒音と振動は無くなってい
た。
　騒音・振動の排除と、自動化に対する投資は、積極的に行っているが、全て従業員とと
もに出来るところから改善してきた。
　これが、安全性・工場環境の改善に繋がり、「新人社員のご父兄、取引先の方が見学にこ
られ、こんなに静かで、綺麗・安全な工場だったら安心や……」と、20年前に 1度だけプ
レス事故があったが、それ以降は、全く無事故で通しており、従業員の定着も高く、平成
4年には新規高卒者の採用も可能になった。
　当社は、営業社員ゼロ経営だ。「お得意様の求めるものは何か」を常に考え、より高品質
より安価、より短納期に製品を安定供給するため、全員が物作りに励んでいる。
　プレス工業が抱える課題は、人材確保・時短問題（労働時間短縮）・3 Kイメージ払拭・
高齢化・市場の冷えこみ……と、山積している。
　当社は、従業員にとって働きやすい職場とは何かを原点に、課題を一歩ずつ解決してき
た。これが、顧客の信頼に繋がり、今日の繁栄に至ったものと考えられる。
　津村氏が青春を過ごした関西学院大学の校章が新月である事を鑑みると、氏の事業はこ
れを体現してきている。
　プレス工業界の先駆けとして、種々の試みをされ、新月がやがて満月に成るのを心待ち
に、私は当社を後にした。
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黒木本店
製品に物語性を付加した「百年の孤独」
＊	 所在地	 〒884　宮崎県児湯郡高鍋町北高鍋776番地
＊	 	＊ T E L 	 0983－23－0104
＊	 従業員	 23名（酒販店、パートを含む）
＊	 資本金	 350万円
＊	 年　商	 4 億 5 千万円（平成 4年度）
＊	 業　種	 焼酎の製造・販売。一般の酒類販売。「百年の孤独」は全商品の50％を占める。
⃞⃞ 手作りを基本にし、省力化も
　焼酎が、チュウハイの開発を契機に、若者の間で「手軽・軽い・お洒落」な飲み物とし
てブームを呼び、更に、健康飲料として、従来の麦・芋以外に人参・山芋・蕎麦等、種々
雑多な焼酎が市場に参入してきた。しかしそのブームも最近では下火になり、業界は整理
淘汰に直面している。
　その中で、首都圏を中心にブームを呼んでいる焼酎メーカーが、宮崎からバスで海沿い
を約 1時間、天然の牡蠣で有名な高鍋町にある黒木本店だ。
　社主、黒木敏之氏（39歳）は、大柄で気さくな営業マンタイプの経営者であった。黒木
氏は、東京の大学を卒業後、大手の輸入品販売の会社に就職、独立を目指して退社したが、
その後、家業を引き継ぐため13年前に帰郷。
　「黒木さん、ここはまるでウイスキー工場みたいですね」「私の夢はここでジャズの演奏
会をしたいんです」
　「従来の焼酎メーカーの蔵と異なり、明るく・お洒落・快適な工場空間作りを目指してき
ました。手作りを基本にしていますが、出来るだけ省力化・自動化をしています。ここの
工場は僅か数人で維持しています。
　焼酎業界も人手不足が深刻で、地方の中小メーカーは廃業・撤退する所もあり、大手と
中小間の格差は年々拡大している。技術者（杜氏）の死亡に伴い自社で技術開発を行うべ
く、黒木氏は関連機関に修業に出、今では氏が中心になり製品管理・開発を行っている。
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　当社は焼酎専業メーカーとして明治18年当地で創業、地元中心の零細な造り酒屋であっ
た。焼酎がブームになり、大手は巨額の設備投資を行い全国にその工場を拡大してきた。
地方の零細企業はその煽りを受け、整理淘汰に直面している。当社も年々その売上を落と
し、存亡の危機におちいった。
⃞⃞ ブランデーに負けない焼酎を
　現状打破を狙い、 8年前芋焼酎を発売。大手酒販と販売契約を交わし、ブームを呼び再
契約を期待したが類似商品が開発され、見事に裏切られる。この苦い経験が基で「商品を
育ててくれる所と付き合おう」と原点に戻り、他者が出来ない独自商品の開発に当たる。
　それがいま首都圏で静かなブームを生んでいる「百年の孤独」である。
　年季物の焼酎が美味い事は、此の業界で一般に言われてきたが、コストとの兼ね合いで、
製品化する企業は限られていた。その中で、当社は、以前から製品の一部を樫樽に保存し
ていた。
　昭和59年（1984年）、自社の保存していたものをブレンドし、試験的に製品化、まるでブ
ランデーの如く色・香りがよく、その後市場に出す。
　製品に物語性を付けるために、ラベル・品質・瓶にこだわる。「世界にはその民族がｈこ
るべき酒があります。私はこの焼酎をブランデーに負けないものにしたいのです」。
　「百年の孤独」はガルシア・マルケスの小説の題名である。この題名に黒木氏の焼酎に対
する思いのたけを見ることが出来る。そして、「わたしのとこみたいな零細焼酎メーカー
は、大手と同じ事をしても勝てません。絶対他社が真似の出来ないものづくりをしたいで
すね」。
　大手と全く逆の発想で「作り手側のスタンスが判ってくれる人に売りたいです」。大衆向
けでなく、あくまで製品に拘り、それを理解してもらえる人と喜びを分かちたい。ラベル
にジャズ奏者のエリック・ドルフィの言葉が原文で記してある。ここにも氏のこの製品に
かける思いが伝わってくる。
　ガルシア・マルケスの小説は親子の葛藤（子供の親に対するじくじたる思い）を描いた。
父親の焼酎作りに懸ける思いを凌ぎたい。しかし結果は親の偉大さを確認したにすぎない、
と言われる氏の言葉が印象的だった。
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京都電測
脳の活性度を評価する「打点分析」機の開発
＊	 所在地	 〒614　京都府ハ幡市内里河原33
＊	 T E L 	 075－983－1666
＊	 従業員	 53名
＊	 資本金	 4,752万円（平成 5年 1月現在）
＊	 年　商	 6 億円
＊	 業　種	 電子計測器および関連システムの設計・製造、電気指示計・分析計・流量セ
ンサーの設計、製造
⃞⃞ 長寿社会の課題に挑戦
　シカゴで美人の妻と 2人の手供に囲まれ、洒落たアパートに住む40歳の証券ディーラー
が、老人性痴呆症の親と同居する事により引き起こされる災難の日々を、コメディタッチ
に描いたビデオ作品に「oh！大迷惑?」がある。
　急速に高齢化する日本は、果たして21世紀に到来する長寿社会に向けて、ソフトランデ
ィングが可能だろうか。日本では、住宅事情の悪さもあり、老人と子供世代が同居する場
合が多く、老人性痴呆問題は深刻な家庭問題、社会問題になっている。
　65歳以上で痴呆症に罹る率は全国手均で4.8％。一旦痴呆状態になれば、回復は困難を極
める。早期発見・治療システムが要請される所以である。
　老人の精神機能の劣化を見る方法は、従来問診が中心であったが、近年注目される絵画
療法によれば、著しく老化した人の絵には、「形態の崩壊」（指示された形態を表示出来な
い）と「自由さの喪失」（画面一杯に書かず隅に小さく描く）と言う特徴があることが判明
してきた。
　絵画療法の代りに、コンピュータ画面に「点を打つ」方法を用いて、その「打点分布」
の特徴をコンピュータで解析させチェックする、画期的方法が開発され、問診から直接入
力式によるチェック方法が著しく向上した。
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⃞⃞「道楽」と経営の葛藤
　このシステムを開発したのは、産業用マイコン応用機器、計測・分析装置、医療・福祉
関連製品等を設計制作している京都電測（京都府八幡市）だ。
　社長（小野哲治氏36歳）は 5年前、父親の死去に伴い会社を引き継ぎ、本業の計測機器
の製造の合間に、 5年前から「道楽」として、このコンピュータソフト開発にのめり込ん
でいった。
　しかし、経営者としての職務とソフト開発者のそれは両立が難しく、一時期、自社の経
営幹部から社長職を解任されることになるが（その後、和解して復職）、小野氏はシステム
開発を続け、成功。
　氏が医療・福祉分野に挑戦した動機は、6年前の円高不況時、取引先激減の煽りを受け、
生き残りを賭けライバル会社の仕事に手を染め、最大の取引先を失った事にも起因すると
いう。
　しかし、最大の動機は、OEMや下請けの仕事ばかりでは、世の中に貢献しているとい
う意識が薄く、社員の反応もにぶいといった悲哀を味わってきたからだ。「たまたま、大手
メーカーより委託され、盲入用の点字キーホードを作ったんです。これが面白くて、世の
中にアピールし、社員の反応があったんです」（小野社長）。
　当社の開発したコンピュータ応用簡易知能スケールは「AGING–AI」（老人性痴呆早期発
見システム）と名付けられ、今では各地の自治体・病院に納入され、ドル箱商品にまでな
っているが、ここに至るには険しい道のりがあった。
　「いいものを作っても、施設には症状が悪くなった人が入るのだから、それを予防する機
器は、われわれ施設の営業妨害になるのではないか。健康老人が増えたら病院、治療室は
必要なくなってしまう」という反論もあり、また、冗談にせよ「他の社に乗っ取ってもら
いたい」と思うほどの根気と、開発資金が必要な開発であった。事例が少ないため、なか
なか学会での認知が得られなかった。自ら「福祉工学研究会」の設立に関わり、権威付け
も行う。
　エージング・アイは社長の物作りに対する思いのたけの産物であった。「社会と共存する
企業」とは、言葉で言えば簡単であるが、当社ほどの小企業が実行するのは至難の技であ
る。測定に止まらず、トレーニング・リハビリ機器の開発まで手掛ける氏の姿勢に、小さ
なユニーク企業の生きざまをかいま見た。
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松栄瓦
伝統と格式の「瓦」に挑む、うら若き女性社長
＊	 所在地	 〒679－21　兵庫県姫路市船津町大沢2039－1
＊	 T E L 	 0792－32－7311
＊	 創　業	 昭和24年（1949年）
＊	 従業員	 40名（パート10名）
＊	 資本金	 2,500万円
＊	 年　商	 90年　 8億円
	 91年　 9億円
	 92年　10億円
＊	 業　種	 いぶし瓦の製造、販売
⃞⃞ さまざまな批評に負けず
　白壁と日本瓦が調和された街並みは、日本の美しさの一つであり、そのシーンは、名作
と謳われる邦画にも度々登場している。その「瓦」が、今見直されようとしている。
　煉瓦造りの外壁に、規則正しく並んだ日本瓦が映える明治風デザイン。和風と洋風の見
事な調和で、明治風建築の美しさを醸し出しているこの建物は、姫路市が、市制100周年記
念事業として姫路城内に造った美術館だ。
　この屋根を施工したのが、今回紹介する姫路の松栄瓦合資会社だ。社長は、うら若き28
歳の女性である。
　社長の松岡美佳女史が、現会長の父親・松岡茂男氏（62歳）から会社を受け継いだのは、
6年前の1987年、22歳の時であった。
　大学卒業の年度は、今年と同じような極度の就職難、足を棒にして何十社も訪問しては
蹴られ、面接の失敗をくり返す中で、「自己分析」（私は何のために、何をしようとしてい
たのか）の大切さを痛感したと言う。
　大手紡績会社の内定を貰ったものの、家業に打ち込む父親のひたむきな姿を改めて垣間
見て、自分の仕事はこれだ、と気づいたのが会社を受け継ぐきっかけであった。
　伝統と格式を重んじるこの業界にあって、22歳で経営者としてのスタートを切る。クラ
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スメートからは「この世の終わりや、何でそんな辛い仕事を引き受けたの……」と、他方、
同業者からは「大丈夫かいな……」と種々雑多な批評をもらった。
　こうした悲哀を味わいながら、家業を受け継いだ87年には、桟瓦の全製造ラインを自動
化・いぶし瓦のトンネルキルンを設置。88年工事部門を別会社として分離独立。89年工業
規格表示許可工場としての認可を受け、91年営業内容として屋根施工業務を開始。92年屋
根施工業務の近代化の為に、設備充実を計るなど、精力的に事業を拡大、斬新なアイデア
で次々と組織の立て直しを実施していった。
　また、異業種交流会「一八会」に参加、姫路青年会議所の中心メンバーとしても活躍し
ている。
⃞⃞ 匠と若い感性が融合
　瓦業界は 3 K業界と見られ、特に、瓦施工に従事する技術者は、年々高齢化・後継者難
に直面している。また、産地間競争・産地内競争も激烈で、コストの低減・品質の向上が
求められ、屋根材間の競合関係（スレート・セメント瓦・モニエル瓦）も厳しい。
　こうした業界の厳しさの中で、当社は生き残りを賭け、若い女性の感性を生かしたアイ
デアを巡らし、種々の方策を実施している。
　1992年10月10日から毎月 1回、社長の思いや考えなどを「松栄ニュース」に載せ、関係
機関に配布。「手八丁は若者の特権」と題し、ミュージックコンテストを主催するなど、業
界のイメージアップに貢献。その行動力には圧倒されるばかりである。
⃞⃞ 若者こそが伝統を生かす
　「若者が受け継いでこそ、伝統は引き継がれる。この激変する時代の中で、伝統を継承し
ながら成長を計っていくには、今の若者達のアイデアとエネルギーこそが必要となる。そ
して、伝統を生かす術は、若い感性から生まれる」これが当社の基本コンセプトだ。
　古き伝統のある業界にあり、先代の打ち立てた経営理念と職人達の匠をいかに生かすか、
これは若き社長にとっての終生の課題であり、経営の手腕が問われるのは今後である。
　「場作り」に徹し、社員と会長の間の橋渡し役として、自然体を生かし経営に取り組む若
き女性社長の姿に、「細腕繁盛記・現代版」の到来を感じずにはいられなかった。
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東海物産（前編）
稲のドーム栽培で、新しい農業に挑戦
＊	 社　名	 東海物産
＊	 所在地	 三重県四日市市高角町2997
＊	 T E L 	 0593－26－3931
＊	 創　業	 昭和22年 4 月
＊	 従業員	 141名
＊	 資本金	 6,000万円
＊	 年　商	 108億4,490万円
＊	 業　種	 農薬・農業資材卸
⃞⃞ 若者に夢を
　厚さ0.1ｍｍのビニールで “ドーム” を作り、そこで稲作を行う事業が進んでいる。この
ドームは、「エア・ドーム」と呼ばれ、送風機、暖房機を併設し、100ｍｘ12ｍの広さを持
つ。この農業 “事業化” を推進している中心人物が、今回ご紹介する東海物産社長の青木
邦夫氏（50歳）である。
　このエア・ドームに拠る稲作の実験は、「日本一早く稲刈りを北陸で」のスローガンのも
と、石川県金沢市に近接する松任市長島でスタートした。
　新しい寒冷地農法の開発とドームの販売を兼ね、平成 3年に始まり、平成 5年は 3月 2
日に田植え、 6月 5月に稲刈りをし、現在までで 6作収穫、見学者は累計で 1万人を越え
た。
　外気との温度差は、例えば平成 5年 3月 3日（晴天）では、外気温度が7.2℃、用水温度
4.9℃であるのに対し、ドーム内の温度は21.3℃。これによって、稲の成育期間を 1ヵ月短
縮、理論的には年間 3期作が可能になるという。
　「最初、少し風が吹いただけで、潰れやしないかと心配で、天気予報を絶えず心配してい
ました。一度だけ風速37ｍの台風の直撃を受け、倒壊しましたが、すぐ復旧。更に、冬季
の損害でも室温の維持ができ、ドーム稲作に自信を持ちました。室温・内圧にも苦労しま
したが、試行錯誤を繰り返し、やっと目途がたちました」と、東海物産北陸支店営業普及
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室長の北野弘氏は、このドームヘの期待を語る。
　この「金沢エア・ドーム」をつくるにあたっては、青木社長の「農業後継者の若者に夢
を持たせる」という熱い思いがあった。
⃞⃞ 21世紀のコメ戦略
　日本の農業を巡る環境は、国内自給率の低下、就業者の高齢化と後継者不足、収益性の
低下……など、多くの問題に直面し、その基盤が弱体化しつつある。
　また、諸外国からは、ウルグアイラウンド（多国間貿易協定）で指摘された市場開放を
軸に、農業政策の見直しが求められているし、国内の消費者からは、長期に渡る保護政策
の下、海外市場との格差が広がった日本の農産物価格を是正して欲しいとする声が上がっ
ている。
⃞⃞ 魅力ある農業へ
　「日本の農業は、後継者不足で、農家が急速に減少しています。後継者育成の観点から事
業としての農業、どれだけの規模で、何を栽培すれば利益がいくらでるか、計算可能な事
業にしていく必要が有ります。わが社の発展は、農家の繁栄と表裏一体です」
　こう語る青木社長の言葉には、今日のコメ農家が抱える問題を、少しでも解決し、21世
紀に向けた新しい農業のスタイルを構築したいという思いか感じられる。
　「稲は、技術的に目途がつきました。これからは、将来採算を上げるために、花・柑橘類
まで手がけたいと思います。 1 ha程度の大きなドームも技術的には可能ですから、要請さ
えあれば……」（青木社長）
　現在、このドームは、千葉県・愛知県・福島県・広島県・三重県に各 1ヵ所、石川県に
2ヵ所と、合計 7ヵ所に設置されている。農業の明日に向け、青木社長の夢は次々に膨ら
んでいく。
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東海物産（後編）
農家のニーズをくみとり、一歩先の夢を実現する
＊	 社　名	 東海物産
＊	 所在地	 〒510　三重県四日市市高角町2997
＊	 T E L 	 0593－26－3931
＊	 創　業	 昭和22年 4 月
＊	 従業員	 141名
＊	 資本金	 6,000万円
＊	 年　商	 108億4,490万円
＊	 業　種	 農業・農業資材卸
⃞⃞ 農業を “先端産業” に
　前回紹介した「東海物産」の社長、青木邦夫氏（50歳）は、「これからの農業は、あらゆ
る産業分野を融合化した “先端産業” になる可能性がある」が持論だ。
　今日、日本の農業は、専業農家の急減など、その未来は決して明るくない。こうした農
業をめぐる環境の中にあって、東海物産の試みは、一つの可能性を我々に示唆している。
　青木社長は、農薬の販売卸を行っていた先代社長の急死により、事業を引き継ぎ、その
後、農薬を核として、あらゆる農業に関連する分野に積極的なＭ＆Ａを行使して、事業の
多角化を実現した。
　その目的は、当社の事業を農家の経営基盤の強化と直結させ、農業用機材の販売と共に、
それらを用いた高付加価値農家の育成に取り組むためだ。そのため、当社の社員の半数近
くが、農業指導員・薬剤師・危険物取扱主任・農業改良普及委員などの資格を持っている。
⃞⃞ 伊勢湾台風と石油危機
　当社が大きく経営体質を変革させた契機は、昭和34年（1959年）、当地を直撃した伊勢湾
台風であった。消毒と水はけのため、クレゾールと石灰が、三重県下で爆発的に売れ、従
来の農薬中心の卸から、農業と環境保全が経営の基盤になる。
　しかし、昭和48年（1973年）のオイルショック時に、農家の極度の不況により、農業器
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材（温室用器材）が大量の在庫をかかえ経営を圧迫する。
　この時期以降、単なる農薬の卸・農業用器材の販売から脱皮すべく、直接農家の要望を
とりいれ、メーカーと農家の間に入り、農家のニーズを生かすべく商品開発にあたる。
　しかし、これまで農業器材開発にあたって、多くの失敗も経験してきている。茶畑にお
ける雫防止大型電動ファンは、メーカーとの共同研究において同業他社をひき離していた
が、後発メーカーに市場を奪われるという失敗も経験した。
　その時以来、農家のニーズの大切さを経営戦略にすえている。つまり、農家が困ってい
ることの解決を通して、ビジネスチャンスを創出する事だ。
　その一例として、三重県鈴鹿市にある日本有数の水耕栽培の温室は、まるで “野菜工場”
の感がする。あらゆる作業がコンピュータ管理され、大幅な省人化、省力化、高付加価値
化を可能ならしめた。
　この農業器材と経営指導を行ったのが当社だ。作業性、収益性、省労働力、連作障害、
転業、安全性、新技術、リサイクル等、現実に農家が直面している諸問題を解決する器材
とノウハウを提供した。
　具体的な方法としては、作業性、収益性の向上の為に、デンマークから輝緑岩を利用し
た培養土を、また、温室作業の省力化の為に、ベルギーからハニートーンと呼ばれる蜂を
輸入した。さらに、連作障害、収益性の向上の為に、水耕栽培の為の器材とノウハウの提
供など、着々と実行している。
　他方、異業種、外部の研究機関とも積極的に交流を進め、各種試験場の指導も受けてい
る。
　年間売上100億円を超す、中堅農業器材・農業商社にまで成長を遂げた同社であるが、急
速な事業拡大に、経営組織が十分に適応していない面も見られる。過度に社長に集中した
権限をいかに部下にまかせるか、これが今後の大きな課題になるであろう。氏のバイタリ
ティには圧倒されるが、内部充実の点からすれば、権限の分散も必要と思われる。
　「農業に夢を」と熱っぽく語られた同氏の言葉が、実現されるのを期待しながら、同社を
後にした。
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野呂食品
納豆をギフトにという、こだわりの「鎌倉山納豆」
＊	 社　名	 野呂食品
＊	 所在地	 〒248　神奈川県鎌倉市腰越4－10－4
＊	 T E L 	 0467－32－2632
＊	 従業員	 30名
＊	 資本金	 200万円
＊	 年　商	 2 億円
＊	 業　種	 納豆の製造販売
⃞⃞ “百貨店で売れる納豆” とは
　この秋、神奈川県の鎌倉に出張する機会があった。車で移動している時に、「鎌倉山納
豆」という大きな商標が掲げられた新築の “蔵造り” 風のきれいな建物が目に入った。
　私は、関西生まれだが、納豆は大好物だ。
　それに、納豆屋さんで、これだけの店構えは珍しい。好奇心もあって思わず車を止めて、
その中に入った。
　その建物は、全体が工場となっており、入口のところに「直販コーナー」が設けられて
いる。和風であり、かつモダンな雰囲気が漂っている。きれいに包装された何種類もの納
豆がある。
　後で分かった事だが、応対に出てくれたのが、この「野呂食品」の専務である野呂剛弘
（39歳）さん。
　「極小粒」の納豆を先ずどうぞと、勧められ食したところ、これが大変美味しい。そこ
で、また訪れて「十勝音更青豆納豆」を勧められ、これも美味しかった。
　そこで野呂専務に、会社の概要を含め、納豆作りについて聞いてみた。
　昭和30年に、専務の父である野呂佐司社長（63歳）が、祖父より “のれん” 分けを受け、
鎌倉市腰越のこの地で納豆の製造販売業を始めた。立地的に、競合相手が少ないという理
由もあったそうだ。
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　そして、佐司社長の納豆作りにかける情熱のもと、 4半世紀を過ぎた昭和58年、事業転
換のある “きっかけが訪れた。
　高島屋の港南台店の開店にともない、そこで販売してもらう事になった。その頃は、茨
城産の納豆が全国展開をかけており、新機軸を出したいと考えていた時期でもあった。
　そこで、“百貨店で売れる納豆” “ギフトに使える納豆” とは何かを、徹底的に考え、実践
してみた。
⃞⃞ “良い大豆・水・空気”
　美味しい納豆とは、“良い大豆を、良い水と空気の中で、手間をいとわず丁寧に仕上げ
る” 事につきる。
　そこで、①大豆は、前述した「十勝音更」といったように、国産の大豆を100％使用す
る。②水は、不純物を濾過した上に、電子構造を分解した粒子の細かい自然回帰水（パイ
ウォータ）を用いる。この水を使う事によって、発酵状態が良くなり、自然で滑らかな口
当たりを得る事ができた。③空気は、工場内にオゾン発生機を設備し、これにより、全館
オゾン殺菌を行う。オゾンは、分解後は酸素になるので、薬物汚染の心配もなく、安全で
ある。
　このような環境、つまり「緑豊かな森の中で、岩清水を使って納豆作りをする」という
イメージを、工場で再現したのである。
　そして、それまでの「司納豆」ブランドから、高級感・地域色を明確にアピールした「鎌
倉山納豆」に変え、商品のみならず、販路、売り方にも独自性を打ち出していった経緯が
ある。
　この新機軸は成功し、日本橋高島屋の食品売場に出店。更に、羽田の新ターミナルで販
売も始めた。
　そして今年の 6 月に、従来の工場が老朽化したので、「21世紀を見据えた思い切った投
資」（専務）を行い、新社屋を兼ねた新工場が出来上がった。
　当初は、家業に従事する事にためらいがあった専務も、今では弟の常務と共に社長を助
ける。当社のこだわり納豆は、日本の伝統食に “新しい生命” を吹き込んでいるようであ
った。
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大阪ニュー・サンワ
注射器の 2次感染を「セフティ・ポン」で解決
＊	 社　名	 大阪ニュー・サンワ
＊	 所在地	 〒581　八尾市新家町5－25－4
＊	 T E L 	 0729－99－5634
＊	 従業員	 9 名
＊	 資本金	 800万円
＊	 年　商	 約 3 億円
＊	 業　種	 ウレタンコーティング、エンプラ加工、注射器の溶解処理機製造
⃞⃞ 法制化に向けたニーズ
　「使用済み注射針を不法投棄」という記事が今年 7月23日の日刊紙（大阪スポーツ）に載
っていた。
　病院から収集した使用済みの注射針や注射管などを、滅菌処理をせずに、ゴミとともに
廃棄物の埋め立て処分場に捨てた業者と、それを依頼した病院を、京都府警が廃棄物処理
法違反の疑いで逮捕したという事件だ。
　エイズ、肝炎等の注射器による 2次感染問題が注目を浴びている今、政府は94年 6 月以
降、各病院に対し罰則を強化した新たな法令を施行。学校、会社等の医務室、保健所、医
院、歯科医等は、95年 3 月以降規制の対象になる。
　だが、現在15社ある処理認可業者は、94年でも全国で200社程度にしか増大しないとい
う。当然、各病院、医院、市町村役場、保健所、歯科医、学校、会社等の医務室は注射器、
針等の院内での滅菌、溶解が必要となる。
　そこで、このニーズにいち早く取り組んだのが、今回紹介する大阪ニュー・サンワ（有）。
NC旋盤、NCフライス、マシニングセンター等によるエンプラ精密加工を本業とする企業
だ。
　社長の苗村昭夫氏（50歳）は、工業高校卒後、大手弱電メーカーに就職。主に新製品開
発室にて、種々の加工技術を修得した。氏が開発担当した製品には、回転式電子レンジが
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ある。
　そんな彼が、1984年、在職中から取引関係にあった㈱ニュー・サンワ（各種エンジニア
リングコーティング、省力機器をはじめ各種産業界の機器類の改善と工場環境改善などを
手がける）の社長加藤氏に勧められ、大手弱電メーカーを退社。同年12月に、ニュー・サ
ンワの関西地区営業代理店業務を開始した。その後、同社の大阪事業所として製造、設計、
販売に携わる。
　そして88年、同社合意のもとに大阪ニュー・サンワを設立した。
⃞⃞ 倒産の危機から一念発起
　だが、設立当初から、大量の返品、競合会社とのダンピング、取引会社の債務保証など、
幾多の困難に直面することとなる。
　総額 3億円の返済を求められ「これで倒産か……」と考えた時もあった。そんな中、何
とか債務を繰り延べ、銀行や知人からの資金繰りで、返済の目途を立てた。数々の苦境の
中で、氏は自社独自の技術が確立していない悲哀を痛感したという。そこで、自社技術の
確立を目指し、日夜少ない人員で開発に取り組んだ。
　こうして 3年の月日をかけて、使用済み注射器や針を処理し、通常の産業廃棄物に変換
する機器を完成させた。商品名は安全性をイメージさせる「セフティ・ボン」。
　機器の操作は、極めて簡単である。針を着けたまま注射器を機器に入れ、スイッチを押
すだけ。内蔵されたヒーターが、2500c以上の温度で融解と滅菌を同時に行う。 3時間の
処理の後、重さ 1 kgから 2 kgの板状のプラスチックの塊となり、通常の産業廃棄物とし
て処理できるようになる。
　加熱、 2 次加熱、冷却分離、中和の工程を、全てクローズドシステム（機器内で処理）
で行うため、加熱の過程で発生するガスを外気に放出することなく処理できるので、悪臭
もなく静音だ。その上、小型でしかも、排気ダクト、給排水設備は不要で、どこでも設置
可能という。昨年 9月からは、病院や保健所、研究所などの検査機関向けに販売を開始し
ている。
　新たな事業の種を求めて、91年 3 月末日には、新たな販売・開発部門として、㈱シード
を創設。95年には売上げ10億円を目指すという。
　新製品の種（シード）がよく育つようにと、日夜、苗床作りにひたむきに取り組む氏の
姿に、物作りに対する思いの丈を感じた。
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毛利醸造
寡占市場のお好み焼ソースに挑む
＊	 社　名	 毛利醸造㈱
＊	 所在地	 〒730　広島市中区船は入川口町 6 －19（本社工場）
	 〒728　三次市三原町189
＊	 T E L 	 082－231－0289
＊	 創　業	 明治 2年
＊	 資本金	 7,000万円
＊	 年　商	 4 億3,700万円
＊	 従業員	 28名
＊	 業　種	 お好み焼ソース、食酢、酒もろみ醤油の製造販売
⃞⃞ 広島焼を支えるソース
　この秋、広島市に出張する機会を得た。1994年のアジア大会開催に向けて、各地で街路
の整備がなされ、大規模なビルが新築され、数年前とは、見事に様相が一変していた。
　一歩路地に入ると、随所にお好み焼屋「広島焼」の看板が目につく。私は関西生まれだ
が、下町の庶民の味がするお好み焼は大好物。そこで、早速足を踏み人れる。以前に比べ、
若者が集うおしゃれな店構えが多くなり、メニューも多岐にわたっていた。
　ところで広島焼は、関西風お好み焼とは、ひと味違った食文化を形成。
　この焼き物、薄い生地（お好み焼のベースになる薄く延ばされた、小麦粉と山芋を混ぜ
た焼き物）に具を乗せ、さらに、そば、うどんにぶた肉、また卵で最後のこしらえを施し
出来上がる。
　広島市内には2000近くの店があり、味を競いあっているのだが、その決め手の一つがソ
ース。
　ソースは、既にガリバーA社の寡占状態という成熟市場だが、この市場に独特の戦略で
挑戦を挑んだのが、今回お紹介する毛利醸造（株）。同社はお込み焼きソース（カープソー
ス）のみならず食酢、酒もろみで作った米酢、醤油を製造販売する。
　明治 2 年創業の老舗で、酒造業を営みながら、何回となく経営危機を乗り越えてきた。
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酒、酢、醤油作りで培ってきた技術の高さは、各種展示会おける知事賞受賞により裏付け
られる。
⃞⃞ ガリバーに挑む戦略・戦術
　現在、営業部長の毛利信太郎氏（39歳）は、大学卒業後、父の知り合いの中堅化学会社
に就職。同社広島支店で活躍していた。そして、77年、父親の現会長・毛利敏郎氏（67歳）
に請われ、営業を担当するために退社。
　だが、売上げの伸びは見込めず、新たな発展の契機を求めて、東京での広島焼ブームに
便乗する決意を固める。
　既に同社では、1960年に、酒造業で培った高い技術力をもとに、お好み焼専用ソース「カ
ープソース」を開発、市場に投入していたが、これを営業の中心に据えることにした。
　そして、知人のお好み焼屋で、 3 年間お好み焼を修業。同時に、多くの店を見て廻り、
店舗設計、味作り、顧客管理のノウハウを得る。 3年間で、市内の半数近くの店舗を見て
回ったという。
　東京の百貨店での広島焼普及には、自ら陣頭指揮で自社製品の売り込みを図る。東京の
広島焼屋で高い評価を得て、口コミ作戦で取引先を拡大。
　 3年間で蓄積したノウハウを生かし、店舗の抱える経営上の諸問題にも積極的に相談に
乗るといった姿勢が評価され、着実に顧客を伸ばす。
　今では、当社の取扱商品の50％以上が、カープソースをもって占めるまでになっている。
　同営業部は、「会社の発展は、お客様の満足により成し遂げる」という、以前勤めた会社
の社是を経営姿勢の中心に据えている。同社で受けた徹底した営業活動の教えが功を奏し
たといえようか。
　こうした営業活動で多くのお好み焼屋を回り、各店舗が食材宣伝ビラ、味作りに苦悩し
ている姿に接し、単なるソースメーカーから脱却すべく努力を続けている。
　お好み焼に関しては、①食材のナマ物以外は全て賄える、②最新の市場情報を取引先に
送る、③店作り・店舗設計、④新製品（新しいメニュー）開発・経営指導、⑤厨房機器・
鉄板・ヘラ・器も揃える、という「総合お好み焼き良材商社」を目指すという。
　また、新規に開店する若者を集めて、お好み焼経営塾を作り、積極的に後継者の育成に
努めている。
　「お好み焼を若者が集うメッカに」と、熱っぽく語る信太郎氏の夢が実現されんことを切
に願っている。
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奥野製薬工業（前編）
ハイテク表面処理薬品を生んだ “陶磁器用絵具"
＊	 社　名	 奥野製薬工業（株）
＊	 所在地	 〒541　大阪市中央区道修町4－7－10
＊	 T E L 	 06－203－0721
＊	 F A X 	 06－202－1863
＊	 創　業	 1905年（明治38年）
＊	 資本金	 7,000万円
＊	 年　商	 125億7,000万円
＊	 従業員	 370名
＊	 業　種	 表面処理薬品、食品添加物、無機材料薬品の製造と販売
⃞⃞ 窮地を救った技術の蓄積
　日本は、全システムが大きく変化する転換点に立ち、出口の見えない複合不況の中、戦
後最悪の局面を迎えようとしている。
　マスコミはこぞって、この事態を取り上げ、一層の不安を助長。「電子立国日本」「生産
技術立国日本」など、今までの日本経済を支えてきたスローガンが音を立て崩壊し、「雇用
不安」「日本的軽営の崩壊」「金融不安」「アメリカの逆襲」「ハイテク逆転」などの言葉が、
攻守所を替えた今日の日本の状況を表している。
　日本のテクノ・イノベーションは砂上の楼閣であったのだろうか。
　とはいえ、日本の経済を支えてきた中小企業、とりわけ中堅企業の研究開発能力はいま
だ健在。昨年暮れに開催された中小企業の町、東大阪のテクノフェアーでは、出展社・入
場者ともに過去最高を記録した。各ブースは未来を先取りした先端技術が展示され、日本
の中小企業の研究開発意欲の強さを改めて、私たちに印象付けた。
　今回の不況脱出のヒントは、これら中小企業の経営姿勢の中に隠されているのではない
だろうか。
　今回訪問したのは、今年で創業89年になる、表面処理薬品、食品添加物、無機材料薬品
を扱い、ガラスカラー（ガラスヘの焼付印刷用絵具）のトップメーカー、奥野製薬工業
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（株）である。
　会社名から想像すると、「皆さんが飲まれる一般の薬を造っている会社みたいですが、当
社は、工業向けの表面処理薬品や食品添加物を造っています」と社長の奥野武次氏（65歳）
は語る。
　1950年代より、紙ラベルから直接ガラス瓶に焼きつけるガラスカラーが市場に浸透、こ
の分野で、90％のシエアを占める。「仕事が無かった戦後、たまたま手がけた “陶磁器用の
絵具"が、進出のきっかけです」（奥野社長）。
　しかし、1980年代から始まった容器・包装革命の波を直接被り、ガラスからプラスチッ
ク、紙が主役となり、急速に需要が落ち込んだ。
　「急速に落ち込む需要を食い止めるために、全社一丸となって新たな市場を模索しまし
た。幸い、無機材料薬品の技術の蓄積がありましたので……」（奥野社長）
⃞⃞ 研究開発は 4割にも及ぶ
　ガラスカラーの開発で得たノウハウは、耐熱性・耐候性・耐摩耗性の点で、有機塗料に
比べ優れた水ガラス系の無機塗料開発に結びつくこととなる。
　この塗料は、電子部品全体をオーバーコートする精密加工用ガラス粉末、表示管のシャ
ドーマスクに使われるブラックペースト、回路・電極形成用の導体ペーストに利用され、
ＮＨＫ放送技術研究所のハイビジョン壁掛けテレピ用ディスプレーフィルターの開発に同
社の技術が生かされている。
　溶液中に漬けるだけで非導電性材料の表面にもメッキができる無電解メッキの技術―こ
れが今日、自動車・家電製品に見られるプラスチックを金属の様に見せるメッキ技術を可
能とし、最近では、繊維・セラミックにもその応用範囲が拡大し、先端産業の各部門に生
かされている。
　創業時から、幾多の経営危機を乗り越えてこられたのは、全従業員の37.8％が研究開発
要員、研究開発費が8.9％に見られるように、新しい技術への積極的な挑戦意欲を持つ、徹
底した技術志向の会社であること、加えて、自社技術のメリットを徹底的に見直し、「市場
性を考え、絞りこみ、常にお客さんの立場になって考える」（奥野社長 jという消費者直結
の経営姿勢だ。
　同社の歴史は、技術志向してきた日本のベンチャー企業が不況に直面した際に、その不
況をどう回避するか、その方策を私達に示唆しているようであった。	 （後編に続く）
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奥野製薬工場（後編）
“ごまかし” のメッキを “本物” に仕立てた技術力
＊	 社　名	 奥野製薬工場㈱
＊	 所在地	 〒541　大阪市中央区道修町4－7－10
＊	 T E L 	 06－203－0721
＊	 F A X 	 06－202－1863
＊	 創　業	 1905年（明治38年）
＊	 資本金	 7,000万円
＊	 年　商	 125億7,000万円
＊	 従業員	 370名
＊	 業　種	 表面処理薬品、食品添加物、無機材料薬品の製造と販売
⃞⃞ メッキ技術を表舞台に
　アメリカ製造業の疲弊を嘆いた書『メイドインアメリカ』は、その冒頭で「一国の諸繁
栄は、その国の優れた生産力にかかっている」と指摘して大きな共感を呼び、米国のベス
トセラーになった。
　これがきっかけで、クリントン新政権は、製造業の復権をその課題にした程である。
　この影響で今日、全米各地で新たな製造業復活の動きが見られた。
　例えば、製造業の中小企業が集積するデンバーは、NAFTAの中核部市として活況を呈
している。デトロイトでは、日本車キラーの別称を持つクライスラー社のネオンが発売さ
れ、日本技術に対する畏敬の念が失せつつある。これらの現象を見る限り、日本の不況と
裏腹に米国の経済は甦ったかに思える。
　前回紹介した島野製薬工業もご多分に漏れず、初期の段階では、欧米からの技術導入に
依存していた。
　しかし、水ガラス系の無機塗料や電子部品のオーバーコートなどの独自の表面処理技術
を生み、今日では、我が国最大のメーカ一として、欧米に自社が開発した技術をパテント
輸出を行うまでになっている。
　これら様々な表面処理技術の中でも中核を成すのが、メッキ薬品である。
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　「メッキは昔から “ごまかし” のように思われ、ハイテクの最先端を行くエレクトロニク
ス工業において、信頼性が低かった。そこで、メッキ技術は、非常に信頼性が高いもので
あるという事を普及させるのが先決だった」と同社開発部長が語る如く、メッキは、機能
的に絶対欠かすことのできない基盤技術ではあるものの、反面、ともすれば 3Ｋの代表と
も言われ、従来は評価が低かった産業でもある。
⃞⃞ 業界を掌げての取り組みに
　そこで、ユ一ザーの信頼を勝ち取る方法として、奥の製薬工業が取った戦略は、まず第
一に、工業系大学の実験室に優る設備を持つメッキの実験工場（テストプラント）と最新
鋭の各種分析装置を社内に設置することだった。
　ここで、自社が聞発した表面処理薬品（メッキ薬品）を用いた信頼性・安全性・品質に
対する徹底した各種実験を繰り返し、基礎データの収集・分析を行うとともに、そのデー
タをユーザーに提供、更に、新製品の開発にまで助言している。
　開発部長をして「この設備を見られたユーザーは、安心して製品を使って頂けます」と
言わしめる程に、現在、同社はユーザーから信頼を得ている。
　第二に、社員の技術レベル向上を即すため、社員に社内研究誌の投稿や各種講習会・研
究会に積極的に参加する事を奨励している。
　最後まで問題だったのは、ハイテク企業からの厳しい品質管理の要求だった。精度がサ
ブミクロン単位まで要求され、少しばかりのゴミ・塵すら品質に影響する。
　そこで、ユーザーと同じ状況で生産現場を再現するためのクリーンルームや、納納品先
と同じ試験器（ワイヤボンデング等）を設置し、ユ一ザーとともに新製品開発に取り組む。
絶えずユーザ一サイドにたった経営姿勢の背景には、安全性・信頼性か特に厳しい同社の
食品添加物部門からの教訓もある。
　同社のたゆまぬ努力が実り、メッキ技術は「最先産業を支えている重要な基盤技術の一
つ」とまで言われるほどに。そして、今年は「目指せハイテク工業」をスローガンに、業
界を挙げて更なる躍進を目指しているという。
　これまで日本的製造業は、ハードの技術は得意だが、ソフト、とりわけ製品開発力は弱
いと指摘されてきた。
　だが、奥野製薬工業は違う。先端産業の二一ズに応える企業として、21世紀に日本を支
える同社に大いなる期待を抱き、同社を後にした。
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トリプルアール
精密濾過産業を支える小さな巨人
＊	 社　名	 トリプルアール
＊	 所在地	 〒153　東京都目黒区中目黒1－4－2
＊	 T E L 	 03－3711－7731
＊	 F A X 	 03－3711－7732
＊	 創　業	 1957年
＊	 資本金	 2,000万円
＊	 年　商	 151億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 60名
＊	 業　種	 自動車・建設機械の内燃機関から油圧機械及び工業用ロボットまでの総合オ
イルクリーナーメーカー
⃞⃞ 自動車・ロケットの安全に貢献
　TPM（Total　Product　Maintenance）が最近、産業界で話題になっている。
　これは、機械トラブルの原因を徹底的に追求する事により、機械の維持管理を徹底させ、
生産性の向上と設備投資の低減を狙う考えだ。
　自動車会社の調査によると、油圧機会のトラブルの85％は、潤滑油の劣化（油に混入し
た不純物）が原因だ。更に、多くの産業機械に発生する初期トラブルの大半は、組立時に
タンク、ラインに種々の塵が残存している事から生じる。
　日本の自動車、油圧機械は、組立完成時に機械内部の洗浄とブラッシング　（潤滑油を濾
過）をして、このトラブルを抑えており、これが日本製品の高品質の秘訣の一つになって
いる。最近打ち上げられたＨⅡロケットも、潤滑油の濾過は徹底して行われたという。
　さて一般に、自動車のエンジンオイルは、走行3000kmから5000kmに 1回交換するのが
現状だが、精密濾過システムを用いれば、3000kmに 1 回オイルエレメントを交換するだ
けで、 6万kmから10万kmまでエンジンオイルの交換が不要となる。資源・環境問題コ
ストの視点から、オイル等の廃棄処分の問題が社会問題化しているが、このシステムは、
これらの要請に応える技術である。
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　アメリカでは早くからこの機能が注目され、機械産業・宇宙工学を中心に、精密濾過産
業が発達していたが、日本でも製品として完成された。
　今回ご紹介するのが、その技術を開発したトリプルアール（株）。
　森永正明社長（52歳）は、1967年、米国系のケミカル商社の営業担当の当時、アメリカ
で開発された精密濾過システムを知人より紹介されたのがきっかけで、その販売に乗り出
した。
⃞⃞ 足が棒になる日々を超えて
　しかし、日本では全く業績がなく、どこにも相手にされず、創業後 2～ 3年間は、足を
棒にして小まめに歩き、精密濾過システムを取り入れてくれる事業所を捜す毎日だった。
　新規の技術は、実地調査に基づくデータが最大のセールスポイントになり、信用を得る。
そこで、大手運輸会社に採用されたのを機に、徹底したデータ作りを行った。
　やっと、事業に目処が立ち、年間3000万円程度の売り上げが見込めるまでになった時、
2000万円の手形トラブルに巻き込まれる。
　「私にとっては、大変な金額で、廃業・整理し、夢も、もはやこれまでと思いました。ち
ょうどその時、取引先の社長が、保証人になってあげようと言って下さり、銀行の支援を
受け、乗り切る事ができたのです」
　だが、輸入品の精密濾過システムは、作りが粗雑で多種多様のトラブルに直面し、機械
設置後、一時も目が離せない状態であった。そこで、特許を買い取り、基本的な技術は、
他社が真似できない程、自社技術を特化させた。周辺技術は大手の懐に入り、大手の技術
力の助けを借りることで、共同開発を行った。
　特に、フィルター部分の濾紙は、大手製紙会社の開発担当者と寝食を共にして開発。こ
れで、トラブルが激減し、今日では、同社の精密濾過システムはアメリカ、ヨーロッパ、
東南アジア等に輸出されるまでになっている。
　さらに同社は、別会社に分析デ一夕作りをする東京オイルアナリスト（株）を設置して、
顧客の要請に応えている。
　「Research・Responsibility・Reliability」が同社のモットー。
　氏は、東京商工会議所の異業種交流の中心人物としても活躍している。
　小さなパイで大きな夢の実現に賭ける同社に、未来社会に貢献する新しい企業像を見る
思いがした。
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サンリット産業（前編）
制服に着目し、“情報戦略” で市場を制覇
＊	 社　名	 サンリット産業（株）
＊	 所在地	 〒540　大阪市中央区谷町3－6－7
＊	 T E L 	 06－942－1341
＊	 F A X 	 06－943－4191
＊	 創　業	 1966年
＊	 資本金	 1 億円
＊	 年　商	 85億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 700名
＊	 業　種	 既製服製造卸（総合ユニフォームメーカー）。取り扱い品目は、スーツ、和
装、その他関連商品。
⃞⃞ 制服に見出した活路
　 1ドル＝100円時代を迎え、国内産業の空洞化が言われる今、特に、労働集約型産業の典
型である縫製業は、国内での存立基盤が問われている。
　学生服の縫製で知られる、岡山県倉敷市児島でも、大手企業は日本国内（四国、九州）
に工場を分散する一方、中国、韓国、台湾、香港、ベトナムに委託加工・生産拠点を移転
し、この事態を乗り切ろうとしている。
　今回紹介するサンリット産業は、この流れとは逆に、「国内工場でも十分やれる」ことを
実践しているユニフォーム専門のアバレルメーカーだ。コンピュータを導入した作業の簡
略化と未開拓といわれる主婦労働力の活用が、その主なポイントである。
　社長の小池俊二氏（62歳）は、1953年大学卒業と同時に、東京の機械メーカーに入社。
工業用ミシンの開発、営業に従事、同社でマーチャンダイジング・マーケティングシステ
ム確立に尽力、同社の役員に就任していた。
　それが、オリンピック不況下の1966年、人生の節目を迎えるに当たり、大阪の地に、た
った一人でサンリット産業を創業。それまで、若者に「単に仕事するのでなく、将来に備
えて社会に通用する腕を持て」と言ってきたことが、自分を試す意味での独立のきっかけ
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になったという。
　これといった当てもなく、事務所を開いたが、大学時代の友達から生地の提供があり、
合繊素材による紳士用ブレザーの商品開発を開始。
　製造・販売は順調だったが、返品、ロスか経営を圧迫。そこで、予め需要が予測できる
制服に方向転換した。
　初め、注文の確保は大変たったが、全農への納品が実績になり、オリンピックでのブレ
ザー人気もあいまって、国鉄、自治体と注文は増えていく。
　だが、石油危機後の大不況が繊維業界を直撃。少品種大量生産時代が終焉し、多品種・
小ロット・多頻度生産システムヘと変更を余儀なくされ、更に発展途上国の追い上げに見
舞われる。
⃞⃞ 8 時間納品を可能に
　そこで、77年にコンピュータを導入。販売ルートの短縮と中間流通在庫を吸収、人口15
万人に 1店の全国販売網の展開といった一連の対策を打つ。
　需要の多様化に対応するため、82年、VAN（付加価値通信網）を導入。全国の支店や工
場を結び、受注、生産、出荷などをコンピュータで管理する。
　工場にも積極的にコンピュータ用いて、作業を簡略化、CADやCAM（コンビュータを
使ったデザインや製作）、さらに最新鋭の自動裁断機やミシンで人手を省き、熟練の職人を
不要にし、子育てを終えた主婦でも十分働ける工場生産システムを完成させた。
　今では、「日本経済の活力の秘密は、その企業のユニフォームを研究すれば判る」と、外
国の記者が評価するまでにこの業界は成長している。
　季節の変わり目に、各社は制服を一新、企業イメージ向上に努める。没涸性的だとして、
高校生から評判が悪かったが、今では逆に征服を校風に生かす。各種イベントに、カラー
ブレザーは欠かせない条件だ。
　ニューファクトリー化、国内市場の活性化に加え、小池社長は「雇用の弱者を助けるこ
と」を理念に、88年頃ら積極的に中高年女性を採用し、戦力化している。
　また、国際化にも意欲的で、80年に中国、95年はインドネシアに進出を計画。情報化で
はトータルネットワークの構築で、確定納期、 8時間納期を可能にする。
　今後は、マルチメディア対応のシステム構築も手掛けるという。雲間に輝く一条の光を
意味する「SUNLIT」のごとく、縫製業への挑戦はまだまだ続く。	 （後編に続く）
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サンリット産業（後編）
この情報システムが、不況の繊維を甦らせた！
＊	 社　名	 サンリット産業（株）
＊	 所在地	 〒540　大阪市中央区谷町3－6－7
＊	 T E L 	 06－942－1341
＊	 F A X 	 06－943－4191
＊	 創　業	 1966年
＊	 資本金	 1 億円
＊	 年　商	 85億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 700名
＊	 業　種	 既製服製造卸（総合ユニフォームメーカー）。取扱い品目は、スーツ、和装、
その他関連商品。
⃞⃞ 情報革命で進むQR職略
　「クィックレスポンス（QR）」が将来の製・販のパートナーシップの在り方に、一筋の光
明を投げかけている。
　 5月 1日付の朝日新聞社説に、「最近、メーカーと小売店が、商品の共同開発の分野で提
携する “製販同盟” といった動きも活発だ。小売業は、価格決定で主導権が取れるし、メ
ーカーは、消費動向が正確に迅速につかめ売れ筋商品作りに専念できる」と論説している。
この “製販同盟” こそQRの思想だ。
　この思想は、米国において、疲弊した製造業の復活を目指し、メイド・イン・アメリカ
の製品を買う運動と連動して興った。とりわけ、日本を始め、NIES諸国から猛烈な市場参
入に苛まれた繊維産業は深刻。気がつけは、ジーンズが唯一生き残っていた。
　その米国再生の秘策が、日本のトヨタが開発したジャスト・イン・タイムにモデルを求
めてシステム化された、QR方式だと言われる。
　製造から販売までの長いプロセスからムダを排除し、その利益を消費者に還元する思想
だ。商品のバリュー観への消費者の要求が高まる中、QRは、今後企業の生き残り策だと
も言われるが、これを可能にしたのが米国の情報ハイウェイ構想である。
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　「サンリット産業」は、このQRをアパレルで実践した先駆的企業だ。
⃞⃞ 実需への徹底対応で先駆者に
　「作ったものを売る」から「売れるものを作る」、ユーザーの指定する日を納期とする「確
定納期主義」を打ち立てた同社では、更に、このシステムを駆使して、中間のムダを省き、
価格を抑えユーザーにメリットを還元した。
　これを推進した動機は、社長小池俊二（62歳）氏の経営哲学と同社創業の流れの中にあ
る。「20代は会社のために働くより、自分の腕を磨く事に専念、30代は他人の荷物を担げる
肩に力を入れる、40代は顔に責任を持つ、50代は気力を充実させる、60代は？（現在、思
案中）」が氏の生活信条という。
　旧制高校では、医科コースを選択したが、大学では法学を専攻。卒業後、大手機械メー
カーに就職、35歳でマーケティング部トップに就任、折しも社内で経営戦略を巡り、家庭
用か工業用かで意見が二分。組織人間としてその調整の軋轢に逡巡する毎日だった。
　そして、自分の信条を試そうと、退社を決意。 6ヵ月問、思索の日々を送った。過去と
全く断絶した環境で独立を試みようと、大阪で繊維産業に従事した。
　在社時にメーカーと卸・小売・消費者の関係に疑問を持った氏は、小売・消費者に喜ば
れ、従業員を尊重する企業作りに努めたという。
　創業以来、対米繊維輸出自主規制、発展途上国の追い上げ、円高不況、バブルの崩壊と
平成不況など、幾多の経営上の障害に遭遇した。その時は、全員で業務項目を細分化し、
項目ごとに実態を語らせ、業務の問題点、矛盾らを掘り起こし、課題を克服してきた。
　これらの討議から、業務上の願望と企業の経営課題をボトムアップの形で提示させ、こ
れにトップが日頃から提示している戦略と整合させることで、従業員意識の高揚が実現し
た。
　こうして、実需に対応できる情報ネットワークとしての「サンリットトータルネットワ
ークシステム（下図参照）」が完成する。
　同社で、マルチメディア構想の推進役を担う総務部参与の井田重男氏は、こう語る。「日
本の繊維産業は、構造不況業種と言われ、今日あらゆる業種が直面している課題を20年前
に既に経験し、それを足掛かりに日本市場で生き残っている。その意味で、繊維産業は先
駆的産業なんです」。
　マルチメディア社会に向けた同社のQR戦略に、未来の消費社会における企業の在り方
を垣間見る思いがした。
― 157 ―
地財として見た、日本の中小企業　その 1（大西）
1994.7.1/CORRIDOR/PHP出版
まいど教授の小さなユニーク企業探訪記25
ナミテイ（前編）
海底ケーブルに活かされた小さな世界企業の技術
＊	 社　名	 ナミテイ㈱
＊	 所在地	 〒577　大阪府東大阪市西堤 5番地
＊	 T E L 	 06－788－1131
＊	 F A X 	 06－788－1138
＊	 創　業	 1945年
＊	 資本金	 3,000万円
＊	 年　商	 20億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 100名
＊	 業　種	 地中ケーブル、光ケーブルなどの芯線となる異型などの開発、製造。
⃞⃞ 初心に返った技術開発が宝の山
　1989年、日米間に「第三次太平洋横断海底ケーブル」が敷設された。世界10ヶ国22通信
事業の共同体の共同出資により、世界で初めて太平洋に敷かれた光ファイバーケーブルで
ある。
　髪の毛程の細い光ファイバーは、従来の電話回線の6000倍の情報量を送る事が可能だ。
だが、8000ｍの海底を走るケーブルには、800気圧という、とてつもない圧力がかかる。
　この圧力からケーブルを保護する耐圧層に欠かせない「異型線」の技術を開発したのが、
今回紹介する「ナミテイ」である。
　現社長は村尾雅嗣氏（52歳）。先代の一秋氏は、1945年に丸クギの製造会社を創業、その
後、鉄線や異型線などの伸線（太い鉄材を伸ばし、細い針状にする技術）に業種転換した。
雅嗣氏は大学卒業後、その家業に従事。主に、現場で製品開発を担当する。
　だが、業界全体が構造転換に直面していた鉄冷え最中の83年 1 月、父親が急死。当時は、
雅嗣氏を含め 4入の兄弟が家業を手伝っていた。兄弟が力を合わせることを約束し、雅嗣
氏が社長に就任。しかし事態は深刻で、悶々と焦燥感に苛まれる日々は続く。
　初心に返り、異型線の技術による新規事業開発に取り組んだ。その努力が実って、高抗
張力異型鉄筋「ナミコン」の開発に成功。この新製品が、日刊工業新聞の記事に取り上げ
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られる。
　その記事が発端となり、84年 7 月には、 3種類の1000ｍパイプを 3分割にした扇形の異
型線サンプルを、 2週間の納期で受注する。これが後に、太平洋ケーブルを支える技術開
発にまで結びこうとは、誰も知る由がなかった。
⃞⃞ 大企業・新日鉄の応援
　形状寸法が厳しかっかため、金型作成、その手直し、作り直しに追われ再三にわたる材
料手配で、瞬く間に10日が経った。
　実際製造にとりかかると、予定していたはずの寸法が出ず、 3種類のサイズを作るのに
悪戦苦闘を強いられる。
　何とか納品に漕ぎ着けてから数日後、3000ｍ、次は6000ｍ、10ｋｍと連続して注文が来
た。 1回の伸綿が10kmを超し、材料、品質、接合部分の溶接は極端に厳しくなり、全て
の設備を整えるには、多額の投資が必要だった。
新製品は、発注部品の金型から秘密が漏れやすい。そのため、金型のみならず、機械も細
かく部品をばらして、分散して発注し、細心の注意を払い、自社で開発・組立を行う。
　ところが、こんなに大量の均質・高品質な材料の提供を継続して保証してくれる製鉄所
があるか、という問題にぶちあたった。そこで、先代より何かと相談に乗って頂いた新日
鉄の役員の方に話を持ちかける。
　一介の従業員数十人の企業に対して、新日鉄は、最大60名近くのあらゆる部署の研究員
を動員して、材料の開発に取り組み、そのチーフを同社の技術顧問として送り込んでくれ
た。
　伸線・接合・洗浄・巻き取りと、全ての部分で新規の技術が要請され、トラブルが連続。
とりわけ、洗浄は困難で、初期の段階は、全員でタワシで対応し、関係者総がかりで夜中
の 2時近くまでかかった。
　総額 3億円の新規投資で、機械設備を大改造し、海底ケーブル保護材の「異型線」が完
成。ケーブルのうち、日本側受け持ち分であるグァム島まで、同社の異型線が採用された。
　ところが、新規設備の完成が近づいた頃、難問が発生した。万が一、海底ケーブルにひ
びが入ると、水が入り込み通話が断たれる「水走り現象」が発生する。この現象を抑える
技術を開発してほしいとの要求が出された。
　こうして、新たな技術への挑戦が始まった。	 （後編へ続く）
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ナミテイ（後編）
苦心の海底ケーブル技術がリニアにも生きる
＊	 社　名	 ナミテイ（株）
＊	 所在地	 〒577　大阪府東大阪市西堤 5番地
＊	 T E L 	 06－788－1131
＊	 F A X 	 06－788－1138
＊	 創　業	 1945年
＊	 資本金	 3,000万円
＊	 年　商	 20億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 100名
＊	 業　種	 地中ケーブル、光ケーブルなどの芯線となる異型線などの開発、製造。
⃞⃞ 苦心の末「水走り」防止
　日本とアメリカを結ぶ太平洋の光ファイバーケーブルは、8000mの海底に敷設されるた
め、800気圧がかかる。万がー、このケーブルにひひが入り、水が染み込むと、通話が断た
れてしまう。これを「水走り現象」という。
　ナミテイは、発注先の研究開発部と度重なる打合せ、実験の繰り返しで、やっと、異型
線の内側を梨地（果物の梨の如く表面をザラザラ）にする事で、この水走りを防止出来る
ことを突き止める。
　だが、梨地の大きさ、 1㎜当たりの梨地の数、深さ等、今まで経験したこともない厳し
い条件が提示された。
　55㎞の梨地を持つ異型線を作るには、安全性の観点から80㎞に耐える工具（金型）が必
要とされる。そこで、これに見合う工具の新規開発に取りかかったが、既存の物では10km
が限界。
　中間での工具交換は、精度の点から問題があり、製品にならないという。工具の材質、
熱処理、仕上げ等を全て見直し、種々の条件で試行錯誤を繰り返した末、やっと新規の工
具の完成の目処がついた。しかし、工具の寿命は55㎞が限度だった。あと25㎞に耐える工
具を、残された納期の期間内に開発するのは、絶望的だった。
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　「基本に戻り、一度使用する油を変えてみたら」
　工具の寿命は、使用する油によって大きく左右される。これに関しては、長年の経験で
ノウハウの蓄積があった。開発担当者のこのー言が事態を切り開くヒントとなる。こうし
て、油メーカとの共同研究で、80kmに耐える工具の開発に目処が立った。
　本格的な稼働を前に、55㎞の試運転を行なう事となり、早朝から試運転を始める。深夜
の11時過ぎには終了の目処が立ったので、乾杯の酒を買うため、一時現場を離れた時、ア
クシデントに見舞われた。断線である。50㎞まで順調であったが、隙間に紙を入れる作業
に手間取って、非常停止ボタンを押し、機械が急停止、断線したのであった。原因がすぐ
にわかったことで、とりあえず50㎞での試作をおえ、全員で祝杯を上げることができた。
　87年 9 月に第一セットの製造開始、88年 1 月最終のセットが納品されるまで 1年 5ヵ月、
全て順調に推移し無事故でこの事業を終えた。
⃞⃞ 摩擦に強い架線が可能に
　この事業で培った超精密加工機を使った金型技術、伸線技術、巻き取り技術、洗浄機の
開発等の技術が、ナミテイの異型線を新規分野に挑戦させるきっかけにつながっていく。
　次世代新幹線は、今後ますますの速度アップを目指している。この開発の障害になるの
が、架線の磨耗と振動。同社は、この分野においても異型線を用いた架線開発に協力し、
この問題を極力低減した新タイプの架線開発のー部を担っている。
　次世代の新交通手段のリニアモータで使用される導線も、同社が手がけたものだ。
　また、有力電線会社の要請で開発した、高圧線上を結ぶ光ファイバーケーブル敷設のた
めの保護異型線も受注。他にも、異型線を用いた新製品を次々と開発。異型線が先端産業
と極めて密接な関係がある事を実証してみせた。
　日本製造業が欧米諸国、とりわけ米国に比べ製品開発力が強いのは、しっかりした素形
材産業が機械産業と車の両輪の如く存在し、更に、これらの産業を取り巻く、無数の名も
なき巧みな技術を持った中小企業群がー体となって製品開発に取り組んでいるからだ。東
大阪はそのメッカ。急速な円高を背景に日本の製造業が海外に進出し製造業の空洞化が懸
念される今こそ、その見直しをする時期だ。ナミテイの製品開発は、東大阪の中小企業群
があってこその「賜物」なのである。
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オクダソカベ
明石海峡大橋の水路を支える先端技術
＊	 社　名	 （株）オクダソカベ
＊	 所在地	 〒578　東大阪市鴻池徳庵町3－73
＊	 T E L 	 06－745－5671
＊	 F A X 	 06－745－9591
＊	 創　業	 1925年
＊	 資本金	 3,000万円
＊	 年　商	 40億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 230名
＊	 業　種	 伸縮管継手、フレキシブルメタルホース製造など
⃞⃞ 明石海峡大橋で水問題の解決を狙う
　 7月上旬の梅雨明けから、連日30度を超える猛暑が日本列島を直撃した。
　一日数時間のみの給水で、非常事態を宣言した四国・淡路地方の水事情は、とりわけ深
刻だが、この地で平成10年の完成を目処に、工事が急ピッチで進む明石海峡大橋は、関西
経済と淡路・四国経済をリンクさせる大きな役割を担った巨大開発プロジェクトである。
　この橋では、淡路地方の水問題解決も狙い、外径450ミリの 2本の水路添架工事が行われ
ており、これで、淡路地方への給水が可能となるという
　世界最長を誇るこの大橋は、海峡を吹き抜ける風雨に耐えるため、その水路は、最大前
後左右に1.5mの移動に耐える事が要請されているが、工事では、これが最大の難点とい
う。
　直管だけでは、これに耐えることは不可能だ。そこで、管にかかる負担を軽減するため
開発されたのが、ベローズといわれる伸縮管継手（内部がジャバラ構造）である。
　この技術では、最古の歴史と、最大の工場設備、技術を誇るのが、今回紹介する「オク
ダソカベ」である。
　創始者の奥田武雄氏は、1925年（大正14年）に鉄工所を創業。 2年後に、当時、フレキ
シブル応用機器で、世界最先端技術を誇るドイツのバデル・ウント・ハルビッヒ社と業務
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提携を行う。33年にはその国産化に成功し、工業権を取得。52年に、今日の中核技術とな
る「水道用厚肉ベローズ原理」が完成。61年には、耐圧65K、試験圧力98Kのベローズを
納品開始する。
　以後、水、ガス、石油、蒸気等各種産業用プラント配管、管路及び圧力容器等の伸縮吸
収用管継手の製造を手がけてきた。
⃞⃞ 原子力用プラント配管の成功
　原子力用プラント配管の開発途上であった74年 3 月、創業者の武雄氏が死去すると、息
子の保幸氏（現社長、56歳）が事業を引き継ぐ。
　このプラント配管に要求された安全性・耐久性・緩衝性は、極めて厳しいも・のだった
ため、同社では、素材の試験を連日素材メーカと共同で行い、開発着手から 1年を経過し
た頃、何とか目途が立つ。
　だが、次に浮上した問題は、直径27mのジャバラ構造を一体で形成する金属プレスの型
の開発と溶接施工法の開発だった。
　少しの歪みが重大事故に繋がる可能性を秘めており、撓み・歪みなど、あらゆる状況を
想定した試験がこの試作品で行われ、やっと製品化の目途が立ったのは、実に、開発から
8年を経過していた。
　「原子力用プラント配管は、今まで手がけた工事に比べ、格段にレベルの高い安全性・耐
久性・緩衝性が要請されました。これに耐える素材の開発、溶接技術の確立までには、連
日深夜まで、あらゆる状況を想定して試験を行い、少しでも不安のある点は徹底的に見直
しました」と技術開発部長の宮本氏は苦労を語る。
　試作開始から10年経った81年、世界最大の直径27mの原子力格納容器「DFシールドベ
ローズ」を東京電力福島第二原子力発電所に据付納入を完了する。
　こうした技術の実績により、全国市場シェア40％を誇るまでになった。特に、原子力60
％、石油80％、製鉄70％と信頼の高さは圧倒的で、この実績が明石大橋の技術に生かされ
ている。
　今、日本の中小企業は内外の厳しい経済環境の中で、その生き残りをかけて試行錯誤し
ている。日本の製造業の空洞化が言われて久しいが、今こそ日本の中小企業の持てる技術
力を再評価すべき時ではないか。日本の製造業に一筋の明るい光を見る思いがした。
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まいど教護のユニーク企業探訪記28
ＩＷＷＩ（春日鋼業）
インドネシアに根付く東大阪のタフネス
＊	 社　名	 IWWI（春日鋼業インドネシア現地法人）
＊	 所在地	 〒577　東大阪市高井田西 3丁目10番地（日本本社）
＊	 T E L 	 06－781－2454
＊	 F A X 	 06－782ー2977
＊	 創　業	 1947年
＊	 資本金	 7,050万円
＊	 年　商	 45億円（平成 5年度）
＊	 業　種	 各種の鉄線硬鋼線・磨棒鋼、冷間圧造用線などの製造
⃞⃞ 1971年、インドネシア進出
　日本貿易振興会（ジェトロ）が 8月に発表した報告書によれば、円高の進行に伴い、東
アジア等からの部品・半製品の調達が進み、国内製造業との分業体制が、かなりの程度進
展していることが窺われる。特に、自社の海外子会社からの輸入が急増している。
　1988年の円高時に比べると、25％の企業が輸入を50％以上増やしており、そのうちアセ
アンからは、61.9％増という飛躍的な伸びを見せている。
　規制緩和を図り、日本からの投資を積極的に受け入れようとしているインドネシアには、
日本からの視察ミッションが、連日ジャカルタ市内を訪れ、近代的に変貌を遂げたジャカ
ルタと、整備されたジャカルタ近郊の工業団地を視察し、躍進するインドネシアの姿に感
嘆の声を上げている。
　そのインドネシアに、1971年に進出。今では、インドネシアでの大手伸線業の一角を占
めるまでになったのが、今回紹介する「IWWI」（PTIRON	WIRE	WORKS	INDONESIA）。
東大阪で伸線業の大手として活躍する春日鋼業が、日商岩井、RESPATIDJAYA	
INDONESIAとの合弁で設立した企業である。
　東大阪の地場産業である伸線業は、製鉄所から供給される太く巻いた線の錆を落とした
後、表面の強化を施し、金型の中を通して引き伸ばし、必要な太さにしてボルト、ナット、
クギ、スプリング、二輪車のスポーク、上木・建築に用いられるピアノ線の原材料になる
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線を供給する産業だが、このところの円高・人手不足から、多くのメーカーでは、生産拠
点の海外移転や事業縮小に直面している。
　そんな中にあって、春日鋼業は、戦後いち早く、伸線の海外輸出を手がけ、主に台湾、
韓国、東南アジアを主たる輸出先として躍進を続けてきた。
⃞⃞ 現地での競合企業との競争
　海外進出は、当時、当社の製品輸出を手がけていた日商岩井の勧めもあり、輸出先とし
て有望なインドネシアに生産拠点を持つ事になった、
　「中小企業の海外進出が極めて少ない時期に行ったものですから、とにかく試行錯誤の連
続で、設立から創業まで苦難の連続でした。関税、事業開始時の手続き、労働者の訓線、
どれ一つとっても、弊社では初めての経験で、日商岩井さんには随分お世話になりました」
と、春日鋼業相談役で、創業時の責仕者である木下武市氏は語る。
　「工場の近くに私達の住居を構え、いつでも事故、トラブルに対処出来る体制でいまし
た。特に、労働者の訓線は大変で、インドネシア語が十分でない私は、とにかく彼らとの
意志の疎通に努めました」と、進出当初の苦労を語るのは、IWWIで生産部門担当の取締
役を務める山下音吉氏だ。
　71年の進出後、81年まで順調に推移した生産高だが、83年、当社の主力製品と競合する
部門に進出したインドネシア企業（華僑資本）に、価格競争によって市場を席捲され、81
年には1865トンあった月間販売量が、87年には、881トンにまで急落する。
　それ以後、設備増設と高品種転換や従業員の技能向上を繰り返し、高品質・短納期の厳
守などの苦労を重ね、88年に999トン、90年には1826トンにまで回復。以降、日系自動車、
家電、二輪メーカーのインドネシア進出に伴い、93年 6 月～12月には2618トン、94年上半
期2820トン（生産能力3790トン）まで拡大してきた。
　戦後多くの試練を乗り切ってきた東大阪の中小企業。しかし、今日の長期にわたる不況
と円高は、“タフネス” を誇ったこの地区の中小企業の将来に一抹の不安を与えている。
　そんな中での当社の事例は、将来、海外で事業展開を目論む多くの中小企業に、大きな
示唆を与えてくれる。
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名村精工
東大阪の中小企業は、なぜ強いのか
＊	 社　名	 名村精工（株）
＊	 所在地	 〒577　東大阪市高井田中3－8
＊	 T E L 	 06－782－7193
＊	 F A X 	 06－782－7169
＊	 創　業	 1947年
＊	 資本金	 1,000万円
＊	 年　商	 5,000万円（平成 5年度）
＊	 従業員	 3 名
＊	 業　種	 切削加工・一般機械加工、軸受関連部品の製造など
⃞⃞ 地域ネットワークの潤滑油
　日本の製造業の海外進出による空洞化懸念で、中小企業の存立基盤が揺れ始めた。特に、
中小企業の新規開業率は急速に低下し、日本一の中小企業集積を誇る東大阪市もその渦中
にある。
　これまで東大阪の中小企業は、幾度の経済危機にも、巧みな経営戦略で乗り切ってきた
が、それを可能にしたのは、自然に形成された無数の取引ネットワークの存在だ。これは、
隙間がないと言われる程の機械加工、部品製造の企業集積によって生み出される。
　「東大阪の中小企業は、どんな仕事でもこなしてしまう。宇宙ロケットの製造も、ここの
中小企業が集まれば可能だ」と、いつも彼等は自負する。
　今回ご紹介する名村精工社長・名村利夫氏（70歳）は、20年以上に渡って、このネット
ワークの潤滑油の役割を担ってきた町の世話役だ。
　氏は1942年、商工省大阪工業試験所の助手として、45年に入隊するまでの 3年間、光学
機械の仕事に携わり、検査、機械加工、表面処理、研磨、熱処理の技術を習熟する。
　工具の製作所として会社を創業したのは47年。氏と妻と 2人でのスタートだった。53年、
名村精工（株）に改組。57年から58年にかけて、大阪府の工業奨励会の補助を受け、工具
メーカー数社と共同で工具（ドリル、タップ）の開発に取り組むが、開発に伴う資金、設
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備投資があまりにも膨大なため中断。65年には、家と工場を担保に入れ、銀行の緊急融資
で事業を継続した。
⃞⃞ “横請け” で危機を乗り越える
　ところが、75年の不況で、取引先であった健康器具製造メーカーの倒産に遭遇し、多額
の負債を抱え込む。負債者からの推薦で、債権者に任命され、連鎖倒産に遭遇した数社を
含め、60社の面倒を見ることに……。
　「連日、債権者から返済をせっつかれ、倒産企業の悲哀をいやというほど味わいました。
事業は、継続が大切なんだ、取引先の相互信頼が崩れると、脆くも経営危機に遭遇するこ
とが、身に染みてわかりました」（名村氏）
　この逆境の中、氏は自ら各社による共同受注を提案し、氏が中心となって、一括受注の
方法を編み出した。
　それは、元請けから同社が一括して仕事を受注し、仕事を細分化して、関連企業に “横
請け” に出し、最終組立を行い、元請けに納品するという仕組み。この際、出来るだけ中
間の利幅を縮小し、各社が直接受注した場合と同じ利益がでるようにした。従来の元請け・
下請けといった縦の関係ではなく、「横（対等）の関係」である。
　例えば、エスカレーターの軸受けの場合、その仕事は、部品の鋳造・鍛造・切削、ネジ
加工、プレス加工、表面処理、熱処理、溶接、溶断、板金、研磨、組立と多岐に渡る。こ
れを、仕事の流れに応じて、東大阪市内の各専門企業に外注し、最終製品として組立て発
注先に納品する。仕事の段取り・打合せは、全て近くの喫茶店で。氏は町内会、老人会の
会長としても、長らく町の世話役を勤めている。
　社員は、夫婦と息子の 3人。 9月 4日にオープンした関西空港の “エスカレータ” も、同
社の手がけた事業である。
　日本の中小企業は、過去幾多の困難に遭遇し、その度に経営基盤の弱さが指摘された。
オイルショック、円高などの不況期、「東大阪の中小企業は、転・廃業に追いこまれる」と
言われながらも、巧みに危機を乗り切ってきた。
　だが、これまで東大阪が得意としてきた無数の取引ネットワークが今、綻び始めている。
東大阪の企業を、小さなパイの巨人企業たらしめたのは、このネットワークであった。
　今こそ、東大阪の強さの原点である無数のネットワークを見直さなければならない。
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マツモト
インドネシア進出、失敗からの教訓
＊	 社　名	 （株）マツモト
＊	 所在地	 群馬県太田市金山町 3番 2号
＊	 T E L 	 0276－45－5155
＊	 F A X 	 0276－46－8994
＊	 創　業	 1963年
＊	 資本金	 1,000万円
＊	 年　商	 11億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 45名
＊	 業　種	 プレス加工・金型・治具製作
⃞⃞ 超スピード合弁の落とし穴
　「社長、今月の操業率は 5％です」
　このインドネシアからのFAXから、事態は急展開を見せた。
　 5％という数字は、日本では、倒産を意味するのだ。 3億5000万円もの巨額の投資を行
い、事業を開始した直後の事である。見通しの甘さに、松本要社長は、日夜悩まされた。
　インドネシア進出に当たって、連日、マスコミで取り上げられ有頂天だった 2 年前が、
脳裏をかすめる。
　群馬県太田市にある「マツモト」は、従業員45名の中小プレス工業に携わる会社だ。円
高に伴う生産拠点の海外進出で、部品の発注も激減し（50％ダウン）、転業か廃業かの岐路
に立たされていた。
　社長の松本氏は、日刊工業新聞（90年 6 月20日付け）で、「インドネシア最大の自動車メ
ーカーである、トヨタアストラグループが92年から生産を 2倍にする……」との記事を目
にする。これが、転機となった。
　「よし、インドネシアで自動車部品を生産しよう」
　一旦決めると行動に移すのが早い松本社長は、事前の調査を何も行わないまま、急遽90年
7月にインドネシアに行き、その 4日後には、合弁の仮調印まで行うというスピードだった。
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⃞⃞ 操業率80％に漕ぎ着ける
　合弁の相手は、日本の中小企業では予想もできないインドネシア最大のサリム・グルー
プに属する「インドモービル」。
　「当社は、金もないし人もない。しかし、他社に負けない技術をもっている。これは一級
品だ。日本の中小企業が強いのは、この技術力である。松下、ソニー、ホンダ、トヨタに
しても、全ての部品は、我々日本人が作ったものを使用している。私の夢は、インドネシ
アの青年に、日本の中小企業の持つ “物作り” の心を伝えたい」と、サリム・グループの
総帥であるリン・シオ・リオン氏に、熱っぽく訴えた。
　その熱意に動かされ、リオン氏は即座に合弁の提案に応じた。
　しかし現実は、工場設立からトラブルの連続だった。 2年の完成予定だった工場が、や
っと完成に漕ぎ着けたのは、結局 3年後のことだった。
　35ｔから250ｔの大型に至るまでのプレス機械を揃え、各種自動車部品の供給も可能な設
備を整えた。
　インドモービル・グループ各社から多量の受注があると思っていたが、結局は惨憺たる
ものだった。
　見通しの甘さ、思い上がり、不勉強教の悔いが連日頭を悩まし、自信過剰から一挙に自
信喪失に。そんなある日、20年近く前にインドネシアヘの進出に成功した、明和グラビア
の大島社長と知り合う機会を得た。
「私のところも、最初はビニール・シートでしたが、今は自動車部品、特に、内装・シート
関係ではNo.1 企業になりました。インドネシアでは、何にでも挑戦することが大切です。
過去にこだわったら負けですよ。自動車部品に転換したのが、成功の秘訣です」
　この大島社長の話がヒントになり、以後、松本社長は、他業種での販路開拓を目指し、
インドネシアの日系企業に自社商品のサンプルを持って回った。最初の注文は、明和グラ
ビアからだった。
　それがきっかけで、口コミで次々と松下、サンヨー、ソニー等の家電メーカーから受注
を受ける。今では操業率80％以上を誇るまでになった。
　「当社の成功が、今後海外進出を狙う日本の中小企業の良きサンプルとなれば……」と、
ジャカルタでのある会合で、松本社長は語った。
　現実の海外進出は、大きなリスクが待ち受けている。当社のケースが、以後続く中小企
業にとって教訓となれば幸いだ。
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金属化研工業
めっきに付加価値をつけ、下請けから脱却
＊	 社　名	 金属化研工業㈱
＊	 所在地	 東京都板橋区前野町2－31－2
＊	 T E L 	 03－3969－7506
＊	 F A X 	 03－3969－7500
＊	 創　業	 1963年
＊	 資本金	 1,000万円
＊	 年　商	 6 億円（平成 5年度）
＊	 従業員	 80名
＊	 業　種	 電気めっき・アルマイト加工・その他金属表面処理一般
⃞⃞ 転廃業続く中の挑戦
　金・銅などの薄層を他の物の表面にかぶせるめっきは、その外観に純金や純銀の「無垢」
と変わらぬ美を表すのに利用される。
　しかし、ともすると「まがいもの、剥げる」といったマイナスのイメージが先行してい
た。だが、この技術を応用して、素材に格段の付加価値を付けることも可能だ。
　今回訪問する会社は、めっきの手法で素材に直接図柄を描くことを考案、実験を繰り返
し、1975年に特殊加工「金散らし文様」を完成させた金属化研工（株）（東京都板橋区）で
ある。
　当社はまた、精密ネジ、医療機器部品、弱電部品、時計部品、精密機械部品、筆記具、
装飾品、光学部品、喫煙具、その他のめっきを主体にした金属表面処理加工の専門工場だ。
　社長である村野重也氏（59歳）は、高校を卒業し、町のめっき工場で、技術を学び、独
立して1963年にこの会社を設立した。
　都内のめっき事業者の多くは、第 1次オイルショック時（73年）の不況、東京都の公害
規制の基準強化（同年）に遭遇し、事業の転廃業、工場の移転を余儀なくされ、東京都区
部では急速にめっきを扱う事業所数が減少した。
　「ここで仕事をしているから面白い」
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と、この事態を逆手にとって、村野社長は、めっきの公害問題とめっき産業のイメージア
ップを図るとともに、人材確保のために、 1 階に公害防止施設、 2 ～ 3 階が工場という、
生産設備を徹底的に無公害化した快適モデル工場の建設を思い立つ。
　公害処理槽を地上に置き、受け皿を二重にし、絶えず目で底を見ることにより、危険が
事前に察知できるシステムを構築。これらのシステムを自前の技術で作りあげ、見学者は、
新工場を製薬工場と見間違う程と評した。これと平行して、製品検査部門と試験研究部門
を充実させる。
　めっき業者の夢、それは売り込める自社技術の確立、つまり「自社で値段設定出来る企
業に」であった。
　そこで、脱下請けと独創的表面を目指し、前述の「金散らし文様」を専門に扱う金研工
房（有）を設立。各種工芸めっきを一手に手がけ、板橋と横浜にアンテナショップを兼ね
た自社製品展示・販売所を持つ。
⃞⃞「学」との連携が成功に
　村野社長が、このように意欲的な展開行った背景には、最初に勤めた町工場で漠然と抱
いていた疑問、つまり、典型的な受注産業であるめっきは、永遠に下請けから脱却できな
いのか、というものがあった。
　そんな折、めっきに関連する専門書の中で、東京の大学でこの問題に取り組んでいる教
授の論文に遭遇。「先生、私の所で夢を実現して下さい」とラブコールを送る。こうして、
その大学の研究室と連携し、めっきが持つ製造工程に伴う不良を分析し、それを逆に再利
用し、美的効果をもたらす事に成功する。
　20年前、取扱い商品の市場縮小に遭遇し、受注先から厳しいコストダウンの要求を突き
つけられた。
　これを契機に、小回りのきく、何でも処理が可能な企業になろうと、独自技術と新規顧
客の開拓に全員で取り組み、今では、取引先は多業種、製品は多品種少量生産へと方向転
換し、束京近郊の200社と取引を行う。
　今日、円高に伴う生産拠点の海外進出による国内産業の空洞化、大都市における地価の
高騰、住工混在問題などで、都市の製造業のありようが問われている。
　この中にあって、当社の行き方は、「モノづくりにかける思いのたけ」を社会環境とうま
くマッチングさせた優れたケースと言えよう。日本の製造業を空洞化させてはならないの
だ。
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1995.3.1/CORRIDOR/PHP出版
《特集◉創造経営者のスピリットとは！》
「まいど教授」の中小企業への 3つの提言
⃞◎ 厳しい競争にさらされる製造現場
　21世紀が目前に迫り、各雑誌では、来たる世紀は、中国が中心に位置し、その周辺のア
ジア各国のパワーで世界の経済が動く事を予想している。
　そのアジアに位置し、80年代後半は「世界に負けるものなし」と繁栄を謳歌しながら、
91年春以降、一転して「平成不況」に苦しみ、その経済力に陰りが生じている日本。
　果たして、世界の製造業のメッカとして繁栄を維持してきた曰本は、今後どうなるのか。
ここでは、特に曰本の中小製造業を取り巻く環境にどのような変化が起こっているのかを、
まず明らかにしたい。
　いま世界は、情報化の進展により国際化が急速に進んでおり、どの製品をとってみても、
何も自国産である必要が全くなくなった。
　そして最も安く、最も品質の良い、最も早く納品出来る製品を、世界中が探し求めてい
るのである。
　こうした背景をもとに、日本の中小企業の製品は、これまで以上の厳しいグローバルな
競争にさらされている。
　一方、日本の市場に溢れている商品は、どれもが成熟化・多様化し、技術領域の複合化
した商品だ。
　そして人件費をみても、世界一の水準となり、安い商品を作るには、あまりに高コスト
になってしまった。そして、勤労者の意識は、豊かさ、快適さを求める都市生活者志向で
あり、このままでは、従来的中小製造業のあり方では、ギャップが広がり、じり貧になっ
ていくと思われる。
⃞◎ 海外移転が “正解” なのか
　いきおい、安い労働力を求めて、生産拠点の海外移転が本格化する兆しがある。しかし、
これが果たして “正解” の道なのか。
　今後、商品のライフサイクルが極めて短くなるに伴って、製品開発力の優劣が企業の浮
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沈を左右する。さらに微妙な市場動向に合う製品作りのシステムの優劣が、重要な要素に
なっている。こういった機敏な対応が、遠く本社を離れた海外でできるとは思えない。そ
れゆえ私は、都市にある中小企業の積極的な存在意義を、ここに見出したいと思っている。
　日本の将来に対して楽観論・悲観論が渦巻いている中、本当に日本は駄目なのか、そし
て日本の産業を支えてきた中小企業はどうなるのか。そこで、日本の中小企業が21世紀に
生き残る戦略を、 3つのポイントに絞りこんで考えてみたい。
⃞◎ スピードこそ最高の武器
　まず第 1に、日本の製造業が近年、特に力を入れているのは、モノづくりのスピードで
ある。「出来たての○×」が付加価値を持つのも、消費者が、時間に価値を求めてきたか
らだ。
　今話題のクイックレスポンスは、お客様の満足を、できるだけ短時間で低コストで適え
る、流通におけるジャストインタイムだ。これを可能にしているのは、小回りのきく日本
の中小企業の存在である。
　というのは、曰本の中小企業には、これまで築き上げてきた取引先との信頼関係がある。
これは、取引先が求める注文品を、きちんと誠意をもって期日まで仕上げてきた実績だ。
「無理を言う―無理を聞く」という相互信頼関係こそ、日本独自の取引慣行だ。
　これが、日本国内で短期間・多品種・少量生産を可能ならしめた理由であり、日本の中
小企業の強みだ。
　日本の多くの製造業がタイ・中国・インドネシア・ベトナム等の海外に進出した。そこ
で、現地企業の製品不良率、納期の遅れ、品質のバラツキ等の問題に直面し、改めて日本
の中小企業の凄さ、ありがたさを実感する。
　その結果、現地に進出している日系企業に注文が集中し、部品不足が生じ、現地政府・
現地企業との摩擦が生じる。結果的に、日本国内より高く付く場合もある，
　こうして、現在再び、無数のものづくりが集積している中小企業地帯（東大阪、大田区
等）が、日本のものづくりのメッカ、とりわけ大手企業の製品開発部門の支持基盤として
見直されようとしている。
　これは、高度技術の集積がもたらすモノづくりの時間短縮と地域内相互の無数に張り巡
らされた目に見えないものづくりに携わる人的ネットワークがもたらすメリットだ。
　そして、このモノづくりのスピードを、戦略的に特化させ、中小企業から中堅企業に進
化した企業がある。
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　例えば、多くの縫製業が製品コストの低減を求めて海外に進出している中で、あえて日
本国内の有利さを最大限に生かし勝負しているのが、既製服メーカーの「サンリット産業」
（94年 5 月 1 日、 6月 1日号参照）だ。
　この企業は、情報機器を駆使し、受注一人ひとりの個別採寸を行い、さらに受注から納
品まで 8時間で完了させ、お客様が満足のいく製品作りを行っている。
⃞◎ 地域社会との共存共栄
　第 2に、企業の社会的責任はPL（製造物責任）をも伴って、今後ますます厳しくなって
くる。企業は、何もPL責任だけではなく、その地域の人々を雇用する責任、さらに雇用
した人々を育成する責任をも持っている。
　つまり、利益追求の過程で、社会とその利益を共有する理念が要請されてくる。そして、
利潤追求を求めて世界市場で活躍する日本企業は、国内以上で、その企業理念が問われて
いる。
　物作りを、日本は捨てることができない。それは、戦後の無からすべてを生みだした日
本人の喜びであり、アイデンティティであるからだ。
　その意味で、明治期の開明的経営者の 1人であった、郡是製糸株式会社（現グンゼ産業
株式会社）の社長、波多野鶴吉氏の、地域のための企業、地域と共存共栄を図るその経営
理念は、全ての経営の部分に生かされていた。
　とりわけ、地域振興はその次代を担う婦女子にありを実践するため、工場を学校に、さ
らに、良き糸は心清き人からとの思想から、徹底した社員の教育を施し、社長自ら率先し
てその教育を受けた。
　このように、日本の中小企業経営者に見られる、社長直々による従業員教育は、何物に
もかえられない価値を持つ。
　例えば、「日本の農業に夢を」をスローガンに掲げ、農業に従事する若者に営農指導と機
材の貸与を行い、育成に努めている「東海物産」（93年 9 月 1 日、10月 1 日号参照）は、人
材教育のあり方、さらに社会と企業の共生の好事例だ。
⃞◎ ネットワーキングの構築を
　第 3に、日本の中小企業が諸外国に比べて強いのは、ネットワーキング―相互補完・提
携が、極めて強固なことに依存している。
　今日、コンピュータのネットワークを使えば、かなりの情報が入手出来る。
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　さらに、国、地方自治体の公設研究所・試験所、大学の研究室、大手企業の研究所等の
外部の研究機関とネットワーク（提携）し、新たな領域を開拓することもできる。
　また、それをいかに使いこなすかが、今後の中小企業の浮沈にかかっているといってよ
いだろう。
　場合によっては、技術も買える。その際にポイントになることは、それを評価出来る目
を持っているかどうかだ。
　東大阪にある小さな巨人企業群（80社）は、全て自前の商品を持ち、コアの技術は自社
で開発したが、周辺技術は貪欲に大手・中堅・中小企業とネットワークし、巧みな商品開
発を行ってきた。
　東大阪の中小企業の典型的な姿である貸工場で操業、順次事業を広げ、今では金属表面
処理では日本 1～ 2の技術を誇るまでに到った「水野工業所」（92年11月 1 日号参照）など
は、中小企業と大学の研究室との提携のモデルケースだ。
⃞◎ 今こそ、再び企業家精神を
　さて、戦後50年、日本は戦災の廃墟から見事に甦った。資源がない我国では、原材料を
買い、それを加工して輸出する輸出立国が全てであった。
　そして、世界の市場を舞台に日本の製品は、先進諸国製品と凌ぎを削り、汗と涙と誠意
と努力で、今日の地位を確保してきた。
　日本の中小企業は、大手企業とともにそのシステムに食い込まれ、日夜寸暇を借しんで、
高品質の製品作りに邁進してきた。
　その過程で、本田・松下・ソニーは生まれた。
　今日、中小企業の新規開業が極端に落ち込んでいる。若者の製造業離れもその一因では
あるが、中小企業を取り巻く経済環境の厳しさと、支援体制の不備が指摘されている。
　アメリカの復活は、中小企業の逞しい企業家精神に負うている。極端にいえば、積極的
に空洞化を押し進め、アメリカの得意な分野を強化し、不得手な分野は最適な地域に委託
するといった、思い切ったリストラを断行し、今日の米国の復活がある。
　さらにアメリカの中小企業の支援システムの「ナスダック」が、企業家精神の復活に大
いに機能した。
　遅ればせながら、日本も同様のシステムが検討されつつある。しかし、そのような制度
ができたからといって、企業家が誕生するわけでもない。
　戦後の長きにわたり、日本は「右肩上がりの成長］に慣れ親しんできた。そこに思わぬ
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心のゆるみがあった事はいなめない。
　この平成不況は、そういう意味で、日本企業人に与えられた天からの警鐘であり、いま
一度「企業家精神」に立ち帰るべきであろう。
　そして時代は今や、大手企業だから有利、中小企業だから不利という枠組みを越え、創
意工夫のある者に微笑みかけるという、またとない時代を迎えていると私は思っている。
おわりに
　15年前の取材ノートを掲載し、さらに、現在の中小企業を再度取材した。この15年間で
廃業、倒産した企業もみられ、「まいど教授」の中小企業への 3つの提言を読み返すと、今
日の状況と余りにも異なる事実に驚かされ、激動だった15年を改めて思い知らされたよう
に感じる。
　中小企業の経済環境は、いずれにしても、非常に厳しい状況にあり、海外に出ていくの
か国内でやるのか、いろいろな新しい選択肢が模索され、今までよりも極めて複雑な要素
が絡むようになってきた。東大阪の中小企業のおっちゃんたちも、まさか隣の中国・韓国
がコンペティターとなることは考えていなかったが、気がつくと、先月は受注が1000近く
あったのに今月は全然こない。どうしたのか聞いてみたら、韓国、中国、台湾、あるいは
ベトナムで出来るからと言われる。ふと気がつくと自分がやっていた仕事を東アジア、東
南アジアの近隣諸国がやっていて、しかも今まで品質はそんなに良くないだろうと思われ
ていたのが猛烈な勢いで日本の中小企業の技術力に追いついてきているのである。
　大阪市内でエアコン用排水パイプの製造・販売をし、日本におけるエアコン用排水パイ
プ市場の大半を押さえている会社がある。2001年に、海外市場向けのエアコン排水パイプ
製造ラインを中国に新設した。当初、品質管理に苦労を致したが、最近では日本のレベル
と変わらないところまで来るようになり、製品群の中には日本でつくるより良いものが出
来ているとまで思えるようになったものまで出てきた。海外で生産を試みている多くの企
業経営者は、現地企業がコスト、品質、納期に関する意識を確実に向上させていることを
認めている。今までは「安い、納期を守らない、品質は悪い」と言われてきたが、ここへ
来て彼らも生き残るために極めてシビアな要求をクリアしてくるようになった。そういう
意味では、先の経営者が感じたように、日本の中小企業の存在基盤がだんだん無くなって
きているように思える。
　しかし、本当にそうだろうか。一般的に言われているような日本の中小企業や製造業の
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空洞化など、いろいろな意味で状況をネガティブに見ていくことについては、私は少し疑
いを持っている。まだまだ私たちが取り組むべき仕事は多々あると思う。ちょっと視点を
変えて見ていけば、いろんな仕事が日本国内に残っているはずである。
　その新領域を担うひとつに、私は「メンテナンス産業」を位置づけている。皆さんは、
メンテナンス産業というと、「いまさらそんなダサい仕事を言いなはんな」と思われるかも
しれない。しかし、私の考えているメンテナンスは機械装置や構造物だけではなく、人あ
るいは社会システム、情報、環境など社会のすべての分野を対象としている。例えば、行
政について考える場合、地域住民といかにして良好な関係を維持するか、もう一度総ざら
いして、何が欠けているのか、地域のニーズをどういう形で補填していけば、あるいは補
充していけばいいかということを改めてメンテナンスの視点で考えると、面白い仕事がい
っぱい出てくるように思える。また、介護や医療、福祉関係の業界は新規産業として今後
大きく発展する非常に面白い業界であるが、許認可がかなり煩雑でアクセスがしにくいと
いう問題も表面化してきた。しかし、医療の分野では、病気にならないための予防医学と
いうものがあり、介護についてもボケない為に予防するというような視点で見ていくと、
日本国内にメンテナンス的視点で見た面白い仕事がたくさん出てくるのではないだろうか。
　いろいろな厳しい条件はあるが、日本の 1億 2千万の人たちのためのメンテナンス産業
というような視点で見ていくと非常に多彩で面白いものが生まれてくるように思われるの
である。
―2009.12.18受稿―
